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○校友の各種集い、部・サークルのＯＢ会、ゼミ同窓会などの様子をお知らせください。 
○校友それぞれの仕事の内容や仕事上の悩み・喜びなど、1000字程度の原稿をお寄せ
ください。 
○校友インタビュー・校友ネットワークに登場していただける校友を募っています。自薦、
他薦を問いません。事務局までご連絡ください。 
○記事の雰囲気を伝える写真、筆者の近影などがあれば添付してください。写真は発行
後返却します。 
○原稿及び写真の採否は事務局に一任ください。 
○原稿の加筆、修正、削除などをお願いする場合があります。 
○校友会会報企画・編集に興味のある方は事務局までご連絡ください。 
○その他、校友会へのご意見などもお寄せください。　　　　　　　　　　　(事務局)
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6・7校友ネットワーク 

4大学時代の思い出　6期生 

3看護学部紹介 

平成18年度人事異動 平成17年10月1日～平成18年4月30日 

　第6期生の就職希望者に対する就職決
定率は98.8%の好結果となり、6期連続
して100%に近い就職率を達成しました。 
　これは学生一人ひとりが大学での学び
を通して、しっかりとした職業観・社会性
を養い、自信をもって就職活動に取り組ん
だ成果です。 
　また、卒業生の勤務する各事業所から
も数多く求人情報が寄せられ、活躍する
卒業生への社会的評価が高いことも、後
輩の就職支援において大きな力となって
います。 平成18年4月1日に看護学部を開設しました。（関連記事Ｐ.3） 

看護学部棟正面玄関 

9校友会ニュース 

10校友会緊急奨学金給付規程 
校友会個人情報保護方針 

8平成18年度役員紹介 

11投稿「私と仕事」 

12キャンパスニュース 平 成１７年 度  

就 職 状 況 報 告  平成17年度卒業生（第6期生）就職状況 

（平成18年3月31日現在） 

（毎期3月31日現在） 卒業生（期生別）就職状況 

区　分 
Ａ． 卒業者数 
Ｂ． 就職希望者数 

Ｃ． 就職者数 

男　性 
１１４名 
１０１名 

 ９９名 

女　性 
１５８名 
１４４名 

 １４３名 

合　計 
２７２名 
２４５名 

 ２４２名 

％ 
 

９０.１% 
９８.８%（Ｃ/Ｂ） 
８９.０%（Ｃ/Ａ） 

　 
第１期生 
第２期生 
第３期生 
第４期生 
第５期生 
第６期生 

就職希望者数 
２３２名 
１９４名 
２３４名 
２０２名 
２１１名 
２４５名 

就職者数 
２２８名 
１９１名 
２３０名 
１９９名 
２０８名 
２４２名 

就職率 
９８.３% 
９８.５% 
９８.３% 
９８.５% 
９８.６% 
９８.８%

卒業生数 
２７６名 
２３２名 
２７５名 
２３１名 
２４１名 
２７２名 

　校友会のホームページをリニューアルしました。校友のみなさんにきめ細やかな情報発
信をしていきたいと思います。以下のアドレスまたは関西福祉大学ホームページからリンク
しています。 
　大学のホームページは６月中にリニューアルする予定です。ぜひ、ご覧ください。 

（主なリニューアル内容） 
・トップページに新着情報を掲載します。 
・ホームページから住所等の変更ができるようになりました。 
　氏名、住所、連絡先、勤務地、勤務先など変更があった場合は、必ずご連絡ください。 
・校友のみなさんからの情報を掲載します。研究会、社会人サークル、文化活動、イベント情
報など校友会事務局までお寄せください。 

・平成１８年度年間スケジュールを掲載しました。 
・思い出のアルバムのページを作りました。第１回～第２回ホームカミングデーの写真を掲
載しています。 

アドレスがかわりました。 
　http://www.kusw.ac.jp/kouyukai/index /index.html

平成１８年 
４月 
 

５月 
 

６月 
７月 
８月 
９月 
１０月 

 
 
 

１２月 
平成１９年 

３月 

 
  ５日（水） 
２５日（火） 
初旬 
１７日（水） 
下旬 
２２日（土） 
２７日（日） 
中旬 
初旬 
２８日（土）～２９日（日） 
下旬 
下旬 
１４日（木） 
 
中旬 
２３日（金） 

 
入学式（新入生へ学章贈呈） 
校友会館新築工事地鎮祭 
校友会会報第７号発行 
創立記念日 
校友会第１回理事会・幹事会 
オープンキャンパス 
オープンキャンパス 
開学１０周年記念行事 
校友会会報第８号発行 
汐風祭 
校友会第２回理事会・幹事会 
校友会総会 
赤穂義士祭 
 
校友会第３回理事会・幹事会　 
卒業式（卒業生へ校友会章贈呈） 

6期連続、100％に近い就職決定率を達成！！ 

■ 採　用 ■ 採　用 

■ 退　職 

学　部 

 
 
 
 

社会福祉学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

看護学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

職　名 

非常勤職員 
非常勤職員 
非常勤職員 
学　長 
教　授 
教　授 
助教授 
助教授 
助教授 
助教授 
講　師 
講　師 
学部長 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
助教授 
助教授 
講　師 
講　師 

 
職　名 

講　師 
助　手 
助　手 
事務職員 
非常勤職員 
非常勤職員 

 
非常勤職員 
学　長 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
助教授 
講　師 
講　師 
講　師 
講　師 
講　師 
事務職員 
参　事 
契約事務職員 
非常勤職員 
契約事務職員 

 
氏　名 

松島　可苗 
佐藤　好恵 
富岡　美佳 
森下　篤志 
 堺　　美保 
山本　尚代 

 
佐藤　泉美 
和田　武夫 
鬼丸　正巳 
鈴木　英鷹 
三友　雅夫 
吉原　惠子 
金田　知子 
井上　深幸 
衣笠　葉子 
坪井　貴子 
半羽利美佳 
日坂歩都恵 
柊平　哲哉 
小坂　晋一 
司波　摩耶 
姉帯　路子 
井原　美樹 

日　付 

H１８．３．１付 
 
 

H１８．４．１付 

 
日　付 

H１８．４．１付 
 
 
 
 
 
 

H１７.１０.３１ 
H１８.  ３.３１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H１８.  ４.３０ 

 
学　部 
看護学部 
〃 
〃 
 
 
 
 
 
 

社会福祉学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

氏　名 

清水　知佳 
湊　　智香 
安田　美穂 
荒木美智雄 
木戸　由子 
柴野　昌山 
木浪冨美子 
佐伯　文昭 
高森　信岳 
平松　正臣 
前島　寛子 
八木　修司 
松村　悠子 
榎田　守子 
小野ツルコ 
菊井　和子 
田中　晴人 
溝邊　雅一 
三宅　寿美 
山　　雅代 
伊豆　一郎 
蛭子　真澄 
倉田　節子 
田中　福恵 



副
会
長
あ
い
さ
つ 

藤
田
正
樹（
一
期
生
） 

　
関
西
福
祉
大
学
開
学
十
周
年
、お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
思
い
お
こ
せ
ば
十
年
前
、一
期
生
と

し
て
赤
穂
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
は
、ま
だ
大
学
周
辺
の
道
路

は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、周
り
は
田
ん
ぼ
だ
ら
け
で
し
た
。「
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
生
活
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」と
期
待
と
不
安
を
い

っ
ぱ
い
持
ち
な
が
ら
入
学
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。十
年
の
間

に
、赤
穂
市
も
大
学
も
急
速
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。今
年
度
か

ら
は
看
護
学
部
も
開
設
さ
れ
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
生
の
方
で
キ
ャ

ン
パ
ス
も
い
っ
そ
う
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
同
窓
生
の
皆
様
、お
元
気
で
し
ょ
う
か
。卒
業
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。先
日
、大
阪
で
仲
の
良
い
同

級
生
数
名
が
集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
と
過
ご
す
時
間
は
、大
学
時
代
の
こ
と
、そ
し
て
今
の
仕
事
の
こ

と
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、話
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。本
当
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
秋
に
は
開
学
十
周

年
を
記
念
し
、盛
大
な
催
し
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

　
是
非
そ
の
場
で
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、関
西
福
祉
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

荒
木
美
智
雄（
学
長
） 

　
新
緑
の
候
、関
西
福
祉
大
学
校
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、関
西
福
祉
大
学
学
長
並
び
に
第
四
代
目
校
友
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、開
学
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
に
当
た
り
、

開
学
以
来
の
社
会
福
祉
学
部
に
加
え
て
、新
た
に
看
護
学
部
が
設
立
さ
れ
、二
学
部
体
制
と
な
り
ま

し
た
。校
友
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
社
会
福
祉
学
も
看
護
学
も
広
く
深
く
捉
え
れ
ば
、文
明
社
会
が
生
み
出
す
、人
間
の「
苦
悩
」や

「
痛
み
」な
ど
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
問
題
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、そ
れ
ら
と
取
り
組
み
、乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
す
る
学
問
的
・
教
育
的
・
社
会
的
「
企
て
」で
す
。そ
れ
は
、世
界
で
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る

人
間
に
つ
い
て
の
実
践
的
な「
知
」の
獲
得
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。本
学
が
開
学
以
来
そ
の
願
い
の

中
心
に
持
ち
続
け
て
き
た
、人
間
の
普
遍
的
な
助
か
り
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
精
神
の
新
た
な
展
開

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
現
在
、校
友
会
正
会
員（
卒
業
生
）総
数
は
一
、五
二
七
名
、準
会
員（
在
学
生
）は
一
、二
八
〇
名

（
内
社
会
福
祉
学
部
一
、一
九
三
名
、看
護
学
部
八
七
名
）と
な
り
ま
し
た
。開
学
十
周
年
を
迎
え

て
、私
た
ち
は
喜
び
に
満
ち
て
、こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
若
者
と
と
も
に
根
源
的
な
実
践
的
「
知
」

の
獲
得
に
向
け
て
新
し
く
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
校
友
会
は
、十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、校
友
会
館
の
建
設
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

校
友
会
館
を
新
し
い
創
造
の
場
所
と
し
て
大
い
に
活
用
し
、校
友
会
の
皆
様
の
絆
を
強
め
、校
友
会

発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。共
に
校
友
会
活
動
を
盛
ん
に
し
て
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
れ

が
大
学
の
発
展
に
つ
な
が
り
、優
れ
た
後
輩
を
育
て
る
力
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
母
校
発
展
へ
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

会
長
あ
い
さ
つ 

 　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日（
木
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
関
西
福
祉
大
学
第
六
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

を
認
め
ら
れ
た
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
二
七
二
名
が
そ
れ

ぞ
れ
呼
名
を
受
け
、
卒
業
証
書
と
学
位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た
卒
業
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
野
素
良（
最
優
秀
賞
）
徳
留
和
美（
優
秀
賞
）
龍
波
由
佳（
優
秀
賞
）
 

龍
波
由
佳
以
下
三
十
七
名（
高
校
教
諭
一
種
免
許
状（
福
祉
）取
得
者
、
紹
介
）
 

吹
奏
楽
部（
理
事
長
賞
）
点
訳
サ
ー
ク
ル（
八
つ
波
賞
）
 

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
『
ひ
ま
わ
り
』（
八
つ
波
賞
）
 

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
中
野
素
良
さ
ん
は
、「
大
学
の
講
義
は
言
う
に
及
ば
ず
、
友
人
た
ち
と
共

に
悩
み
、
競
っ
た
体
験
を
通
し
て
信
頼
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
体
感
で
き
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間

は
人
生
の
宝
で
す
。」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

平
成
十
七
年
度
卒
業
式 

　
平
成
十
八
年
四
月
五
日（
水
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

関
西
福
祉
大
学
第
十
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
十
期
社
会

福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
入
学
生

二
七
四
名
、
編
入
生
四
名
、
看
護
学
部

看
護
学
科
の
入
学
生
八
七
名
計
三
六
五

名
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
名
さ
れ
、
荒
木
学

長
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
入
学
生
を
代
表
し
て
社
会
福
祉
学

部
の
福
水
彩
子
さ
ん
は
「
今
日
の
新

鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
夢

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
一
歩
一
歩
、

確
実
に
歩
ん
で
成
長
し
続
け
た
い
で
す
。
」

と
力
強
い
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
 

平
成
十
八
年
度
入
学
式 

看護学部紹介  

■ 第１実習室 
看護学の基礎技術を学ぶ実習室。

ベッドを配置し、実際の看護に

必要な器具・設備などにより医

療現場さながらの環境で技術を

習得します。 

■ 第２実習室 
地域看護・在宅看護などを学ぶ

実習室。障害者用設備を備えた

住居モデルや救急・急性期医療

に対応した、高度な看護技術を

習得するための救急蘇生器具な

ども備えています。 

■ 第３実習室 
母性・小児看護の基礎的な技術

を学ぶ実習室。産科で用いられ

ている特殊なベッドや保育器な

どを備え、妊婦・分娩・産後の

看護技術を習得します。 

■ 大講義室 
教壇を半円形に囲んで立体的に

座席配置された講義室。スクリ

ーン３台を設置し、映像を使用

したわかりやすい授業を受ける

ことができます。 

実 習 室  
３つの実習室には、それぞれ講義スペースが隣接し、 
講義と演習が機能的に行われるシステムになっています。 平成１８年４月１日より看護学部を開設しました。 

看護学部棟のフロアを紹介いたします。 

1F

2F

3F

4F

5F

第六回 

第十回 
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副
会
長
あ
い
さ
つ 

藤
田
正
樹（
一
期
生
） 

　
関
西
福
祉
大
学
開
学
十
周
年
、お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
思
い
お
こ
せ
ば
十
年
前
、一
期
生
と

し
て
赤
穂
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
は
、ま
だ
大
学
周
辺
の
道
路

は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、周
り
は
田
ん
ぼ
だ
ら
け
で
し
た
。「
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
生
活
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」と
期
待
と
不
安
を
い

っ
ぱ
い
持
ち
な
が
ら
入
学
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。十
年
の
間

に
、赤
穂
市
も
大
学
も
急
速
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。今
年
度
か

ら
は
看
護
学
部
も
開
設
さ
れ
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
生
の
方
で
キ
ャ

ン
パ
ス
も
い
っ
そ
う
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
同
窓
生
の
皆
様
、お
元
気
で
し
ょ
う
か
。卒
業
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。先
日
、大
阪
で
仲
の
良
い
同

級
生
数
名
が
集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
と
過
ご
す
時
間
は
、大
学
時
代
の
こ
と
、そ
し
て
今
の
仕
事
の
こ

と
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、話
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。本
当
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
秋
に
は
開
学
十
周

年
を
記
念
し
、盛
大
な
催
し
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

　
是
非
そ
の
場
で
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、関
西
福
祉
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

荒
木
美
智
雄（
学
長
） 

　
新
緑
の
候
、関
西
福
祉
大
学
校
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、関
西
福
祉
大
学
学
長
並
び
に
第
四
代
目
校
友
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、開
学
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
に
当
た
り
、

開
学
以
来
の
社
会
福
祉
学
部
に
加
え
て
、新
た
に
看
護
学
部
が
設
立
さ
れ
、二
学
部
体
制
と
な
り
ま

し
た
。校
友
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
社
会
福
祉
学
も
看
護
学
も
広
く
深
く
捉
え
れ
ば
、文
明
社
会
が
生
み
出
す
、人
間
の「
苦
悩
」や

「
痛
み
」な
ど
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
問
題
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、そ
れ
ら
と
取
り
組
み
、乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
す
る
学
問
的
・
教
育
的
・
社
会
的
「
企
て
」で
す
。そ
れ
は
、世
界
で
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る

人
間
に
つ
い
て
の
実
践
的
な「
知
」の
獲
得
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。本
学
が
開
学
以
来
そ
の
願
い
の

中
心
に
持
ち
続
け
て
き
た
、人
間
の
普
遍
的
な
助
か
り
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
精
神
の
新
た
な
展
開

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
現
在
、校
友
会
正
会
員（
卒
業
生
）総
数
は
一
、五
二
七
名
、準
会
員（
在
学
生
）は
一
、二
八
〇
名

（
内
社
会
福
祉
学
部
一
、一
九
三
名
、看
護
学
部
八
七
名
）と
な
り
ま
し
た
。開
学
十
周
年
を
迎
え

て
、私
た
ち
は
喜
び
に
満
ち
て
、こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
若
者
と
と
も
に
根
源
的
な
実
践
的
「
知
」

の
獲
得
に
向
け
て
新
し
く
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
校
友
会
は
、十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、校
友
会
館
の
建
設
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

校
友
会
館
を
新
し
い
創
造
の
場
所
と
し
て
大
い
に
活
用
し
、校
友
会
の
皆
様
の
絆
を
強
め
、校
友
会

発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。共
に
校
友
会
活
動
を
盛
ん
に
し
て
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
れ

が
大
学
の
発
展
に
つ
な
が
り
、優
れ
た
後
輩
を
育
て
る
力
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
母
校
発
展
へ
の
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

会
長
あ
い
さ
つ 

 　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日（
木
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
関
西
福
祉
大
学
第
六
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

を
認
め
ら
れ
た
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
二
七
二
名
が
そ
れ

ぞ
れ
呼
名
を
受
け
、
卒
業
証
書
と
学
位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た
卒
業
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
野
素
良（
最
優
秀
賞
）
徳
留
和
美（
優
秀
賞
）
龍
波
由
佳（
優
秀
賞
）
 

龍
波
由
佳
以
下
三
十
七
名（
高
校
教
諭
一
種
免
許
状（
福
祉
）取
得
者
、
紹
介
）
 

吹
奏
楽
部（
理
事
長
賞
）
点
訳
サ
ー
ク
ル（
八
つ
波
賞
）
 

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
『
ひ
ま
わ
り
』（
八
つ
波
賞
）
 

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
中
野
素
良
さ
ん
は
、「
大
学
の
講
義
は
言
う
に
及
ば
ず
、
友
人
た
ち
と
共

に
悩
み
、
競
っ
た
体
験
を
通
し
て
信
頼
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
体
感
で
き
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間

は
人
生
の
宝
で
す
。」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

平
成
十
七
年
度
卒
業
式 

　
平
成
十
八
年
四
月
五
日（
水
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

関
西
福
祉
大
学
第
十
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
十
期
社
会

福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
入
学
生

二
七
四
名
、
編
入
生
四
名
、
看
護
学
部

看
護
学
科
の
入
学
生
八
七
名
計
三
六
五

名
が
そ
れ
ぞ
れ
呼
名
さ
れ
、
荒
木
学

長
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
入
学
生
を
代
表
し
て
社
会
福
祉
学

部
の
福
水
彩
子
さ
ん
は
「
今
日
の
新

鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
夢

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
一
歩
一
歩
、

確
実
に
歩
ん
で
成
長
し
続
け
た
い
で
す
。
」

と
力
強
い
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
 

平
成
十
八
年
度
入
学
式 

看護学部紹介  

■ 第１実習室 
看護学の基礎技術を学ぶ実習室。

ベッドを配置し、実際の看護に

必要な器具・設備などにより医

療現場さながらの環境で技術を

習得します。 

■ 第２実習室 
地域看護・在宅看護などを学ぶ

実習室。障害者用設備を備えた

住居モデルや救急・急性期医療

に対応した、高度な看護技術を

習得するための救急蘇生器具な

ども備えています。 

■ 第３実習室 
母性・小児看護の基礎的な技術

を学ぶ実習室。産科で用いられ

ている特殊なベッドや保育器な

どを備え、妊婦・分娩・産後の

看護技術を習得します。 

■ 大講義室 
教壇を半円形に囲んで立体的に

座席配置された講義室。スクリ

ーン３台を設置し、映像を使用

したわかりやすい授業を受ける

ことができます。 

実 習 室  
３つの実習室には、それぞれ講義スペースが隣接し、 
講義と演習が機能的に行われるシステムになっています。 平成１８年４月１日より看護学部を開設しました。 

看護学部棟のフロアを紹介いたします。 
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スポーツ大会に
て 

　
私
に
と
っ
て
大
学
生
活
四
年
間
の
中
で
大

学
祭
は
と
て
も
大
き
な
存
在
で
し
た
。 

　
大
学
祭
実
行
委
員
は
一
、
二
年
次
生
を
中

心
に
春
の
汐
桜
祭
、
秋
の
汐
風
祭
の
企
画
立

案
、
準
備
、
運
営
を
行
う
も
の
で
、
私
も
一

年
次
生
の
頃
か
ら
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
年
次
生
の
頃
は
、
実
行
委
員
会
に
所
属

し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
輩
や
同
級
生
と
の
交

友
関
係
も
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
何
よ
り

も
自
分
た
ち
の
手
で
一
か
ら
大
学
祭
を
つ
く

り
上
げ
る
と
い
う
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な
い

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
二
年
次
生
の
と
き
に
は
、
実
行
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
年
次
生
ま

で
は
先
輩
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
成
し
遂
げ
て

き
た
こ
と
を
今
度
は
自
分
自
身
が
同
級
生
、

後
輩
、
す
べ
て
の
実
行
委
員
を
引
っ
張
っ
て

い
く
立
場
に
な
り
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
と
き
に
助
け
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が

友
人
た
ち
で
し
た
。 

　
大
学
生
活
の
中
で
実
行
委
員
会
に
所
属
す

る
こ
と
に
よ
り
、
何
よ
り
も
か
け
が
え
の
な

い
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
責
任
感
を
も
ち
、
一
つ
の
こ
と
を
や
り

遂
げ
る
達
成
感
、
皆
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
。
私
が
実
行
委
員
会
に
入
り
、
学
び

得
た
こ
と
は
本
当
に
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
大

学
祭
を
通
じ
て
出
会
え
た
多
く
の
人
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

　
私
に
と
っ
て
大
学
で
の
四
年
間
は
大
学
祭

一
色
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
祭
で
得
た
経
験
、
仲
間
は
本
当
に
一
生

の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
学
生
時

代
と
違
い
、
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
挫
け
る
の
で
は
な
く
、
学
生
生

活
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

硬式野球部　目標は３部優勝・２部昇格 
 
主将　和田 健太郎さん（４年次生） 

　私たち関西福祉大学硬式野球部は、発足して以来、「３部優勝・２部昇格」

という目標を長年にわたって引き継いできましたが、残念ながらまだその目

標を達成していません。現在、部員数は２２人と少なくなりましたが、今年こ

そはと意気込みながら、週５日の練習に励んでいます。 

　自分たちが野球を続けられるのは、大学や、球場を無料で貸していただけ

る地域の方などたくさんの方々のお陰であることを実感し、日々感謝の気持

ちでいっぱいです。その感謝の気持ちをもって、ＯＢの方たちが続けてこら

れた、地域ボランティアも継続しています。 

　野球の技術面の鍛錬だけでなく、人に対して感謝する心を大切にすることも、

野球部のモットーとして、人間的な成長を目指していきたいと思っています。 

　これからも日々精進していきますので、応援よろしくお願いします。 

この春卒業した第6期生のみなさんに、大学時代の思い出を語っていただきました。 

大学時代の思い出 大学時代の思い出 大学時代の思い出 

矢山　　修 さん 
（6期生） 

アースサポート株式会社 

大
学
祭
一
色
の
四
年
間
、 

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
の
経
験 

　
高
校
生
の
時
か
ら
憧
れ
て
い
た
大
学
、
関
西

福
祉
大
学
で
の
四
年
間
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
す
ば
ら
し
い
思
い
出
で
す
。
た
く
さ
ん

の
友
人
た
ち
と
出
会
い
、
ま
た
、
多
く
の
先
生

方
に
お
世
話
に
な
り
本
当
に
楽
し
い
大
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
大
学
で
は
友
人
た
ち
と
社
会
福
祉
を
学
ぶ
と

共
に
、
入
学
当
初
よ
り
取
得
し
た
か
っ
た
高
等

学
校
教
論
一
種
免
許
状
の
た
め
に
様
々
な
授
業

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
友
人
た
ち
と
共
に
学
ん
だ

ゼ
ミ
で
の
活
動
で
す
。 

　
ゼ
ミ
で
は
、
先
生
方
の
助
言
の
も
と
、
ゼ
ミ

の
仲
間
と
と
も
に
調
査
や
実
践
を
通
し
て
自
ら

の
観
察
力
・
分
析
力
を
高
め
、
問
題
意
識
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
調
べ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
ま
た
、
友
人
た
ち
の
調

べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ゼ
ミ
の
中
で
意
見

を
交
わ
し
合
い
勉
強
し
て
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
次
生
、

三
年
次
生
の
時
に
、
友
人
た
ち
や
先
生
方
と
共

同
し
て
ゼ
ミ
の
研
究
報
告
を
ま
と
め
、
報
告
会

に
向
け
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
こ
と
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

　
私
の
大
学
生
活
で
得
た
一
番
の
宝
物
は
、
た

く
さ
ん
の
友
人
た
ち
で
す
。
遊
び
に
行
っ
た
り
、

飲
み
会
を
し
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、
友
人

た
ち
と
過
ご
し
た
四
年
間
は
私
に
と
っ
て
最
高

の
思
い
出
で
す
。
関
西
福
祉
大
学
は
、
私
が
高

校
生
の
時
に
憧
れ
て
い
た
大
学
以
上
に
す
ば
ら

し
い
大
学
で
し
た
。 

　
四
月
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
四
年
間
の

大
学
生
活
で
得
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を

活
か
し
て
、
就
職
先
や
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

藤岡　高志 さん 
（6期生） 

社会福祉法人千ケ峰会　 
特別養護老人ホーム 
ヘルシービラ加美　介護職 

ゼ
ミ
の
思
い
出 

　
　
共
に
学
び
共
に
成
長 

　
私
の
関
西
福
祉
大
学
で
の
大
学
生
活
は

剣
道
部
に
所
属
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四

年
間
で
し
た
。
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
大

会
出
場
へ
の
目
標
に
向
け
、
み
ん
な
で
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
大
切
な
友
人
た
ち
に
も
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
私
は
こ
の
大
学
で
、
一
緒
に
が
ん
ば
り

共
に
汗
を
流
し
た
仲
間
に
出
会
え
た
か
ら

こ
そ
、
四
年
間
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
次
生
、
三
年
次

生
の
時
に
み
ん
な
の
夢
で
あ
っ
た
、
全
日

本
女
子
学
生
剣
道
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
の

感
動
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
練
習
が
厳
し
く
辛
く
て
、
剣
道
が
嫌

に
な
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
振
り
返
る
と
、
あ
の
時
妥
協
し

て
辞
め
て
い
な
く
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
こ
と
を
こ
こ
ま

で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
、
達
成
感
と
自
信

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
剣
道
を
続
け
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
剣
道
は
私
自
身
を
す
ご
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
剣
道

を
通
し
て
出
会
っ
た
全
て
の
人
達
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
か
ら
社
会
人
と
な
り
、
福
祉
の
現

場
で
働
く
者
の
一
人
と
し
て
、
今
ま
で
続

け
て
き
た
剣
道
で
経
験
し
た
こ
と
学
ん
だ

こ
と
、
忍
耐
力
や
持
久
力
、
そ
し
て
精
神

的
に
も
強
く
鍛
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
大

い
に
活
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

開道　恵美 さん 
（6期生） 

社会福祉法人紫陽会  
あじさいホーム 介護職 

二
度
の
全
国
大
会
出
場
、 

　
一
つ
の
こ
と
を
続
け
た 

　
　
　
　
達
成
感
と
自
信 

手話サークル“にじ”活動と交流の場を広げて 
 
　　　吉田 真衣さん（３年次生） 

　私たち手話サークル“にじ”は、定例の活動日を毎週月曜日と金曜日とし、１年を通して様々な活動をしています。昨年度にはサー
クル名に“にじ”という名前を加えました。 
　“にじ”とは、「ろう者と健聴者、先輩と後輩の間に架け橋を」という意味をこめてつけられたものです。サークル員、ろう者が、
手話を身につけるため単語や文章を勉強したり、ビデオを使っての読み取り練習をしています。また、手話を使ったゲームを通して、
基本的なことから少しレベルの高い勉強と幅広く楽しみながら勉強してい
ます。定例の活動以外では、入学式・卒業式・大学祭の手話通訳から始まり、
手話講座、夏合宿、クリスマス会、地域の小学生を対象とした手話教室を
開くなど、大学内にとどまることなく地域へも活動の場を広げています。 
　手話講座では、赤穂ろうあ協会から講師をお招きし、新入生だけでなく
私たちも様々なことを学ぶことができました。さらに、昨年度の大学祭では、
毎日夜中まで練習し大変でしたが、ステージの上に立って通訳することが
でき、とても良い経験になりました。 
　また、ろう者の生活、文化、歴史なども勉強することで、お互いの違い
を理解し、一緒に知識、技術を高めています。先輩方の築いていただいた
ものの上に私たちらしさを乗せて次の世代へつなげていければと思います。
今年度は他大学との交流も盛んになり、いろいろな所に“にじ”がかかっ
ています。 

先輩、がんばっています 
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スポーツ大会に
て 

　
私
に
と
っ
て
大
学
生
活
四
年
間
の
中
で
大

学
祭
は
と
て
も
大
き
な
存
在
で
し
た
。 

　
大
学
祭
実
行
委
員
は
一
、
二
年
次
生
を
中

心
に
春
の
汐
桜
祭
、
秋
の
汐
風
祭
の
企
画
立

案
、
準
備
、
運
営
を
行
う
も
の
で
、
私
も
一

年
次
生
の
頃
か
ら
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
年
次
生
の
頃
は
、
実
行
委
員
会
に
所
属

し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
輩
や
同
級
生
と
の
交

友
関
係
も
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
何
よ
り

も
自
分
た
ち
の
手
で
一
か
ら
大
学
祭
を
つ
く

り
上
げ
る
と
い
う
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な
い

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
二
年
次
生
の
と
き
に
は
、
実
行
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
年
次
生
ま

で
は
先
輩
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
成
し
遂
げ
て

き
た
こ
と
を
今
度
は
自
分
自
身
が
同
級
生
、

後
輩
、
す
べ
て
の
実
行
委
員
を
引
っ
張
っ
て

い
く
立
場
に
な
り
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
と
き
に
助
け
に
な
っ
て
く
れ
た
の
が

友
人
た
ち
で
し
た
。 

　
大
学
生
活
の
中
で
実
行
委
員
会
に
所
属
す

る
こ
と
に
よ
り
、
何
よ
り
も
か
け
が
え
の
な

い
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
責
任
感
を
も
ち
、
一
つ
の
こ
と
を
や
り

遂
げ
る
達
成
感
、
皆
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
。
私
が
実
行
委
員
会
に
入
り
、
学
び

得
た
こ
と
は
本
当
に
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
大

学
祭
を
通
じ
て
出
会
え
た
多
く
の
人
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

　
私
に
と
っ
て
大
学
で
の
四
年
間
は
大
学
祭

一
色
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
祭
で
得
た
経
験
、
仲
間
は
本
当
に
一
生

の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
四
月
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
学
生
時

代
と
違
い
、
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
挫
け
る
の
で
は
な
く
、
学
生
生

活
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

硬式野球部　目標は３部優勝・２部昇格 
 
主将　和田 健太郎さん（４年次生） 

　私たち関西福祉大学硬式野球部は、発足して以来、「３部優勝・２部昇格」

という目標を長年にわたって引き継いできましたが、残念ながらまだその目

標を達成していません。現在、部員数は２２人と少なくなりましたが、今年こ

そはと意気込みながら、週５日の練習に励んでいます。 

　自分たちが野球を続けられるのは、大学や、球場を無料で貸していただけ

る地域の方などたくさんの方々のお陰であることを実感し、日々感謝の気持

ちでいっぱいです。その感謝の気持ちをもって、ＯＢの方たちが続けてこら

れた、地域ボランティアも継続しています。 

　野球の技術面の鍛錬だけでなく、人に対して感謝する心を大切にすることも、

野球部のモットーとして、人間的な成長を目指していきたいと思っています。 

　これからも日々精進していきますので、応援よろしくお願いします。 

この春卒業した第6期生のみなさんに、大学時代の思い出を語っていただきました。 

大学時代の思い出 大学時代の思い出 大学時代の思い出 

矢山　　修 さん 
（6期生） 

アースサポート株式会社 

大
学
祭
一
色
の
四
年
間
、 

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
の
経
験 

　
高
校
生
の
時
か
ら
憧
れ
て
い
た
大
学
、
関
西

福
祉
大
学
で
の
四
年
間
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
す
ば
ら
し
い
思
い
出
で
す
。
た
く
さ
ん

の
友
人
た
ち
と
出
会
い
、
ま
た
、
多
く
の
先
生

方
に
お
世
話
に
な
り
本
当
に
楽
し
い
大
学
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
大
学
で
は
友
人
た
ち
と
社
会
福
祉
を
学
ぶ
と

共
に
、
入
学
当
初
よ
り
取
得
し
た
か
っ
た
高
等

学
校
教
論
一
種
免
許
状
の
た
め
に
様
々
な
授
業

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
友
人
た
ち
と
共
に
学
ん
だ

ゼ
ミ
で
の
活
動
で
す
。 

　
ゼ
ミ
で
は
、
先
生
方
の
助
言
の
も
と
、
ゼ
ミ

の
仲
間
と
と
も
に
調
査
や
実
践
を
通
し
て
自
ら

の
観
察
力
・
分
析
力
を
高
め
、
問
題
意
識
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
調
べ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
ま
た
、
友
人
た
ち
の
調

べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ゼ
ミ
の
中
で
意
見

を
交
わ
し
合
い
勉
強
し
て
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
次
生
、

三
年
次
生
の
時
に
、
友
人
た
ち
や
先
生
方
と
共

同
し
て
ゼ
ミ
の
研
究
報
告
を
ま
と
め
、
報
告
会

に
向
け
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
こ
と
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

　
私
の
大
学
生
活
で
得
た
一
番
の
宝
物
は
、
た

く
さ
ん
の
友
人
た
ち
で
す
。
遊
び
に
行
っ
た
り
、

飲
み
会
を
し
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、
友
人

た
ち
と
過
ご
し
た
四
年
間
は
私
に
と
っ
て
最
高

の
思
い
出
で
す
。
関
西
福
祉
大
学
は
、
私
が
高

校
生
の
時
に
憧
れ
て
い
た
大
学
以
上
に
す
ば
ら

し
い
大
学
で
し
た
。 

　
四
月
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
四
年
間
の

大
学
生
活
で
得
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を

活
か
し
て
、
就
職
先
や
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

藤岡　高志 さん 
（6期生） 

社会福祉法人千ケ峰会　 
特別養護老人ホーム 
ヘルシービラ加美　介護職 

ゼ
ミ
の
思
い
出 

　
　
共
に
学
び
共
に
成
長 

　
私
の
関
西
福
祉
大
学
で
の
大
学
生
活
は

剣
道
部
に
所
属
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
四

年
間
で
し
た
。
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
大

会
出
場
へ
の
目
標
に
向
け
、
み
ん
な
で
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
大
切
な
友
人
た
ち
に
も
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
私
は
こ
の
大
学
で
、
一
緒
に
が
ん
ば
り

共
に
汗
を
流
し
た
仲
間
に
出
会
え
た
か
ら

こ
そ
、
四
年
間
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
次
生
、
三
年
次

生
の
時
に
み
ん
な
の
夢
で
あ
っ
た
、
全
日

本
女
子
学
生
剣
道
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
の

感
動
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
練
習
が
厳
し
く
辛
く
て
、
剣
道
が
嫌

に
な
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
振
り
返
る
と
、
あ
の
時
妥
協
し

て
辞
め
て
い
な
く
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
こ
と
を
こ
こ
ま

で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
、
達
成
感
と
自
信

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
剣
道
を
続
け
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
剣
道
は
私
自
身
を
す
ご
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
剣
道

を
通
し
て
出
会
っ
た
全
て
の
人
達
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
か
ら
社
会
人
と
な
り
、
福
祉
の
現

場
で
働
く
者
の
一
人
と
し
て
、
今
ま
で
続

け
て
き
た
剣
道
で
経
験
し
た
こ
と
学
ん
だ

こ
と
、
忍
耐
力
や
持
久
力
、
そ
し
て
精
神

的
に
も
強
く
鍛
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
大

い
に
活
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

開道　恵美 さん 
（6期生） 

社会福祉法人紫陽会  
あじさいホーム 介護職 

二
度
の
全
国
大
会
出
場
、 

　
一
つ
の
こ
と
を
続
け
た 

　
　
　
　
達
成
感
と
自
信 

手話サークル“にじ”活動と交流の場を広げて 
 
　　　吉田 真衣さん（３年次生） 

　私たち手話サークル“にじ”は、定例の活動日を毎週月曜日と金曜日とし、１年を通して様々な活動をしています。昨年度にはサー
クル名に“にじ”という名前を加えました。 
　“にじ”とは、「ろう者と健聴者、先輩と後輩の間に架け橋を」という意味をこめてつけられたものです。サークル員、ろう者が、
手話を身につけるため単語や文章を勉強したり、ビデオを使っての読み取り練習をしています。また、手話を使ったゲームを通して、
基本的なことから少しレベルの高い勉強と幅広く楽しみながら勉強してい
ます。定例の活動以外では、入学式・卒業式・大学祭の手話通訳から始まり、
手話講座、夏合宿、クリスマス会、地域の小学生を対象とした手話教室を
開くなど、大学内にとどまることなく地域へも活動の場を広げています。 
　手話講座では、赤穂ろうあ協会から講師をお招きし、新入生だけでなく
私たちも様々なことを学ぶことができました。さらに、昨年度の大学祭では、
毎日夜中まで練習し大変でしたが、ステージの上に立って通訳することが
でき、とても良い経験になりました。 
　また、ろう者の生活、文化、歴史なども勉強することで、お互いの違い
を理解し、一緒に知識、技術を高めています。先輩方の築いていただいた
ものの上に私たちらしさを乗せて次の世代へつなげていければと思います。
今年度は他大学との交流も盛んになり、いろいろな所に“にじ”がかかっ
ています。 
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私
は
お
よ
そ
一
年
半
前
に
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護
職
か
ら
精
神
保
健

福
祉
士
と
し
て
転
職
し
ま
し
た
。
当
院
は

認
知
症
専
門
の
病
院
で
、
私
は
「
重
度
認

知
症
患
者
デ
イ
ケ
ア
」
の
担
当
を
し
て
い

ま
す
。
業
務
と
し
て
は
デ
イ
ケ
ア
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
の
受
診
相
談
や
案
内
、

ご
家
族
や
ご
本
人
様
と
の
相
談
面
接
、
他

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

前
の
職
場
と
は
業
務
内
容
な
ど
は
違
い

ま
す
が
、
認
知
症
の
方
と
多
く
接
す
る
と

い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

ご
家
族
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な

り
、
「
認
知
症
を
抱
え
な
が
ら
も
生
活
を

営
む
生
活
者
」
と
し
て
の
視
点
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
介
護
経
験
も
一
年
半
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、
例
え
ば
そ
の
人
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
を
自
分
の
中
で
よ
り
理
解
し
や
す
か

っ
た
り
と
、
短
い
な
が
ら
も
得
た
も
の
は

私
に
と
っ
て
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
私
に
で
き
る

事
と
は
何
か
自
問
自
答
す
る
日
々
だ
っ
た

り
、
自
分
の
未
熟
さ
や
無
力
さ
を
痛
感
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
き
っ
と
ど
ん
な

経
験
で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
経
験
が
今
後
の
私
自
身
を
形
作
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
一
日
一
日
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ご
家
族
や
ご
本
人
、
そ
し
て
自

分
自
身
と
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大西　愛 さん
（3期生） 

医療法人尚生会 
アネックス湊川ホスピタル

精神保健福祉士 

未
熟
さ
、
無
力
さ
の

自
覚
を
超
え
て

関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
、
は
や
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
在
学
時
か
ら
営
業
と
い
う
仕
事

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
福
祉
用
具
仕
入
販
売
・

住
宅
の
増
改
築
等
を
行
う
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
入
社
当
初
は
大
学
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
戸
惑
い
慣
れ
な
い
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、

気
が
つ
く
と
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
私
が
営
業
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
の
か

と
い
う
と
、
単
純
で
す
が
様
々
な
人
と
話
を
す

る
の
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
毎
日
一
人
で
も
多

く
の
人
と
話
を
し
て
、
自
分
と
い
う
存
在
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
営
業
を
し
て
い
る

と
そ
れ
が
実
現
で
き
ま
す
。 

基
本
的
に
は
高
齢
者
の
方
々
と
話
を
す
る
の

で
す
か
ら
、
か
な
り
勉
強
に
な
り
ま
す
。
高
齢

者
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
な
ど
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
方
は
、
何
で
も
相
談
し
て
き
ま

す
。
私
が
受
け
持
っ
て
い
る
仕
事
の
範
囲
内
で

は
収
ま
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
す
べ
て
応
用
問
題

で
す
。
私
は
必
ず
親
身
に
な
っ
て
考
え
、
で
き

る
こ
と
は
最
大
限
し
て
き
ま
し
た
。
解
決
し
た

利
用
者
様
か
ら
一
言
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
頂
く
と
最
高
の
気
分
に
な
り
ま
す
。 

最
近
、
よ
く
利
用
者
様
か
ら
近
所
の
方
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、
私
が
一
生

懸
命
す
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。営

業
と
い
う
仕
事
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
い
う
存
在
を
知
っ

て
も
ら
い
、
相
談
す
れ
ば
必
ず
何
と
か
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
相
手
に
伝
わ
れ
ば
、
人

か
ら
人
へ
自
然
と
伝
わ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
多
く
の
方
と
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 三木　茂樹 さん

（4期生） 

株式会社ケアショップニシキ
姫路支店 

「
営
業
」
の
魅
力 

私
は
姫
路
市
に
あ
る
国
富
胃
腸
病
院
で
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
入
院
相
談
、
退
院
相
談
が
主
で
す

が
、
他
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
受
け
入
れ
や

見
学
案
内
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

就
職
し
た
ば
か
り
の
頃
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

話
す
専
門
用
語
に
慣
れ
ず
、
福
祉
職
と
し
て
の
業

務
役
割
を
必
死
に
学
び
、
様
々
な
専
門
職
の
方
に

支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

就
職
し
て
一
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
自
分
な
り
の
方

法
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
始
め
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

日
々
、
業
務
を
行
う
中
で
、
関
西
福
祉
大
学
卒

業
生
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
絡
を
と
る
こ

と
も
あ
り
、
大
学
の
和
を
感
じ
、
実
際
、
研
修
な

ど
の
場
で
お
会
い
し
て
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
福
祉
職
に
限
ら
ず
、
尊
敬
で
き
る
人
の
存

在
と
い
う
の
は
大
切
で
、
自
分
が
こ
う
あ
り
た
い

と
願
う
理
想
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
の
信
念
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
、
出
勤
中
に
は
、
国
家
試
験
に
合
格
し
、

資
格
を
取
得
し
た
時
の
喜
び
や
専
門
職
と
し
て
の

責
任
感
を
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
様
々
な
専
門
職
が
い
る
中
で
、
福
祉
専
門
職

と
し
て
の
倫
理
綱
領
や
役
割
を
忘
れ
ず
、
成
長
し

て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
た
め
で
す
。
医
療
保
険

制
度
、
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
、
資
格
取
得
後
も
、
知
識
を
柔
軟
に
切

り
替
え
、
吸
収
で
き
る
器
の
必
要
性
を
と
て
も
感

じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
中
で
、
大
学
時
代
の
友
人
と

は
、
会
っ
た
り
、
メ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
三
年
た
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
私
を
励
ま

し
て
く
れ
、
何
で
も
言
い
合
え
る
友
人
は
、
と
て

も
有
難
い
存
在
で
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

関
西
福
祉
大
学
で
の
四
年
間
は
短
い
で
す
が
、

勉
強
に
部
活
動
に
学
友
会
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
有
意
義
に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

岩井　友見 さん
（4期生） 

国富胃腸病院　地域連携室　 
医療ソーシャルワーカー

理
想
の
人
、 

目
標
の
人
を
目
指
し
て 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
こ
の
春
で

六
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
現
在
、
赤
穂
自
動
車
教
習
所
で
技
能
検
定

員
兼
、
教
習
指
導
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
関
西
福
祉
大
学
体
育
会
剣
道
部
の
学
外
指

導
者
と
し
て
大
学
生
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
教
習
所
に
就
職
し
て
か
ら
私
が
一
番
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
普
通
自
動
車
の
教

習
指
導
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
し
た
。
道
路

交
通
法
六
法
全
書
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
猛
勉

強
を
す
る
日
々
が
一
年
間
続
き
ま
し
た
。
大
学
時

代
は
剣
道
ば
か
り
で
、
勉
強
に
関
し
て
は
正
直
怠

け
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
入
社
当
初
は
休

ん
で
い
た
脳
細
胞
を
蘇
ら
せ
る
の
に
必
死
に
な
り

ま
し
た
。 

　
無
事
資
格
も
取
得
し
、
技
能
教
習
、
学
科
教
習

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
直
面
し
た
こ
と
は
「
人
に
教
え

る
事
の
難
し
さ
」
で
し
た
。
教
習
生
一
人
一
人
の

運
転
適
正
と
性
格
を
把
握
し
、
そ
の
一
人
一
人
に

合
っ
た
教
習
方
法
、
言
葉
遣
い
を
選
び
短
時
間
で

明
確
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
何
度
も
頭
を
打
ち
ま

し
た
。 

　
「
な
る
ほ
ど
」
と
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
に
は

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
広
く
て
深
い
知
識
と
豊
富
な
経
験
を

携
え
て
お
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
日
頃
か
ら
己

を
啓
発
し
勉
強
し
て
研
鑽
を
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
現
在
で
は
大
型
自
動
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
の

指
導
資
格
と
普
通
自
動
車
の
技
能
検
定
員
資
格
も

取
得
し
、
教
習
業
務
だ
け
で
な
く
修
了
検
定
、
卒

業
検
定
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
自

動
二
輪
車
の
検
定
員
資
格
取
得
の
た
め
に
只
今
勉

強
の
真
っ
最
中
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
持
ち
、
も
っ
と
も
っ
と
自

分
を
磨
い
て
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
追
伸
、
二
児
の
父
親
に
な
り
ま
し
た
。
良
き
夫
、

父
親
と
な
れ
る
よ
う
家
族
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま

す
。 

高岡　大地 さん
（1期生） 

赤穂自動車教習所 

技能検定員 

指
導
員
と
し
て 

　
夫
、
父
親
と
し
て 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
、
五
年
の
月

日
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
卒
業
後
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
三
年
間
介
護
職
を
経
験
後
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
相
談
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
今
年
五
月
で
ち
ょ
う
ど
六
年
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
私
の
役
割
は
、
主
に
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

計
画
・
実
施
や
通
所
介
護
計
画
を
基
に
、
ご

家
族
と
利
用
者
様
の
相
談
を
受
け
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
介
入
を
す
る
こ
と
で
す
。 

　
私
に
は
介
護
職
の
時
も
、
相
談
職
の
今
も

変
わ
ら
な
い
視
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
利
用
者
様
と
の
相
互
作
用
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
「
利
用
者
様
に
育
て
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
視
点
で
す
。
私
が
仕
事

に
悩
ん
だ
と
き
、
い
つ
も
相
談
に
の
っ
て
く

だ
さ
っ
た
利
用
者
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
方
は
、
在
日
韓
国
人
の
方
で
文
字
や
言
葉

も
わ
か
ら
な
い
日
本
で
、
仕
事
と
夜
間
学
校

を
両
立
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
在
日
韓
国

人
の
方
の
日
本
語
学
習
の
市
民
団
体
を
立
ち

上
げ
、
活
動
さ
れ
た
過
去
を
持
つ
方
で
し
た
。

仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
先
輩
職
員
か
ら
学
べ
ま

す
が
、
本
当
の
精
神
的
な
強
さ
や
、
人
間
性

の
学
び
の
恩
師
は
、
利
用
者
様
で
し
た
。 

　
も
う
今
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

利
用
者
様
の
「
助
け
に
な
り
た
い
」
と
思
っ

た
気
持
ち
を
今
、
目
の
前
に
い
る
利
用
者
様

た
ち
に
向
け
て
い
る
日
々
で
す
。
そ
の
利
用

者
様
の
生
き
方
に
習
い
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、

元
関
西
福
祉
大
学
学
部
長
の
ス
ン
・
レ
イ
・

ブ
ー
教
授
の
指
導
を
受
け
、
大
学
院
に
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
学
び
を
続
け
て
い
ま

す
。
人
を
支
援
す
る
こ
と
の
重
み
を
感
じ
つ

つ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇
り

を
持
っ
て
、
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。 

池田　修一 さん
（1期生） 

社会福祉法人こころの家族 
デイサービス故郷の家・神戸 

生活相談員 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
誇
り 
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私
は
お
よ
そ
一
年
半
前
に
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
の
介
護
職
か
ら
精
神
保
健

福
祉
士
と
し
て
転
職
し
ま
し
た
。
当
院
は

認
知
症
専
門
の
病
院
で
、
私
は
「
重
度
認

知
症
患
者
デ
イ
ケ
ア
」
の
担
当
を
し
て
い

ま
す
。
業
務
と
し
て
は
デ
イ
ケ
ア
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
の
受
診
相
談
や
案
内
、

ご
家
族
や
ご
本
人
様
と
の
相
談
面
接
、
他

サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
前
の
職
場
と
は
業
務
内
容
な
ど
は
違
い

ま
す
が
、
認
知
症
の
方
と
多
く
接
す
る
と

い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

ご
家
族
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な

り
、
「
認
知
症
を
抱
え
な
が
ら
も
生
活
を

営
む
生
活
者
」
と
し
て
の
視
点
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
介
護
経
験
も
一
年
半
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、
例
え
ば
そ
の
人
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
を
自
分
の
中
で
よ
り
理
解
し
や
す
か

っ
た
り
と
、
短
い
な
が
ら
も
得
た
も
の
は

私
に
と
っ
て
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

　
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
私
に
で
き
る

事
と
は
何
か
自
問
自
答
す
る
日
々
だ
っ
た

り
、
自
分
の
未
熟
さ
や
無
力
さ
を
痛
感
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
き
っ
と
ど
ん
な

経
験
で
も
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
経
験
が
今
後
の
私
自
身
を
形
作
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
一
日
一
日
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ご
家
族
や
ご
本
人
、
そ
し
て
自

分
自
身
と
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

大西　愛 さん 
（3期生） 

医療法人尚生会 
アネックス湊川ホスピタル 

精神保健福祉士 

未
熟
さ
、
無
力
さ
の 

　
　
　
　
自
覚
を
超
え
て 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
、
は
や
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
在
学
時
か
ら
営
業
と
い
う
仕
事

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
福
祉
用
具
仕
入
販
売
・

住
宅
の
増
改
築
等
を
行
う
会
社
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
入
社
当
初
は
大
学
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
戸
惑
い
慣
れ
な
い
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、

気
が
つ
く
と
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
な
ぜ
私
が
営
業
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
の
か

と
い
う
と
、
単
純
で
す
が
様
々
な
人
と
話
を
す

る
の
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
毎
日
一
人
で
も
多

く
の
人
と
話
を
し
て
、
自
分
と
い
う
存
在
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
営
業
を
し
て
い
る

と
そ
れ
が
実
現
で
き
ま
す
。 

　
基
本
的
に
は
高
齢
者
の
方
々
と
話
を
す
る
の

で
す
か
ら
、
か
な
り
勉
強
に
な
り
ま
す
。
高
齢

者
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
な
ど
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
困
っ
て
い
る
方
は
、
何
で
も
相
談
し
て
き
ま

す
。
私
が
受
け
持
っ
て
い
る
仕
事
の
範
囲
内
で

は
収
ま
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
す
べ
て
応
用
問
題

で
す
。
私
は
必
ず
親
身
に
な
っ
て
考
え
、
で
き

る
こ
と
は
最
大
限
し
て
き
ま
し
た
。
解
決
し
た

利
用
者
様
か
ら
一
言
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
頂
く
と
最
高
の
気
分
に
な
り
ま
す
。 

 

最
近
、
よ
く
利
用
者
様
か
ら
近
所
の
方
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、
私
が
一
生

懸
命
す
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

　
営
業
と
い
う
仕
事
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
い
う
存
在
を
知
っ

て
も
ら
い
、
相
談
す
れ
ば
必
ず
何
と
か
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
相
手
に
伝
わ
れ
ば
、
人

か
ら
人
へ
自
然
と
伝
わ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
多
く
の
方
と
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 三木　茂樹 さん 

（4期生） 

株式会社ケアショップニシキ 
姫路支店 

「
営
業
」
の
魅
力 

　
私
は
姫
路
市
に
あ
る
国
富
胃
腸
病
院
で
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
入
院
相
談
、
退
院
相
談
が
主
で
す

が
、
他
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
受
け
入
れ
や

見
学
案
内
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

　
就
職
し
た
ば
か
り
の
頃
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

話
す
専
門
用
語
に
慣
れ
ず
、
福
祉
職
と
し
て
の
業

務
役
割
を
必
死
に
学
び
、
様
々
な
専
門
職
の
方
に

支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

就
職
し
て
一
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
自
分
な
り
の
方

法
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
始
め
て
き
た

と
思
い
ま
す
。 

　
日
々
、
業
務
を
行
う
中
で
、
関
西
福
祉
大
学
卒

業
生
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
絡
を
と
る
こ

と
も
あ
り
、
大
学
の
和
を
感
じ
、
実
際
、
研
修
な

ど
の
場
で
お
会
い
し
て
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
福
祉
職
に
限
ら
ず
、
尊
敬
で
き
る
人
の
存

在
と
い
う
の
は
大
切
で
、
自
分
が
こ
う
あ
り
た
い

と
願
う
理
想
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
の
信
念
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
、
出
勤
中
に
は
、
国
家
試
験
に
合
格
し
、

資
格
を
取
得
し
た
時
の
喜
び
や
専
門
職
と
し
て
の

責
任
感
を
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
様
々
な
専
門
職
が
い
る
中
で
、
福
祉
専
門
職

と
し
て
の
倫
理
綱
領
や
役
割
を
忘
れ
ず
、
成
長
し

て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
た
め
で
す
。
医
療
保
険

制
度
、
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
、
資
格
取
得
後
も
、
知
識
を
柔
軟
に
切

り
替
え
、
吸
収
で
き
る
器
の
必
要
性
を
と
て
も
感

じ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
日
々
の
中
で
、
大
学
時
代
の
友
人
と

は
、
会
っ
た
り
、
メ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
三
年
た
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
私
を
励
ま

し
て
く
れ
、
何
で
も
言
い
合
え
る
友
人
は
、
と
て

も
有
難
い
存
在
で
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。 

　
関
西
福
祉
大
学
で
の
四
年
間
は
短
い
で
す
が
、

勉
強
に
部
活
動
に
学
友
会
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
有
意
義
に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

岩井　友見 さん 
（4期生） 

国富胃腸病院　地域連携室　 
医療ソーシャルワーカー 

理
想
の
人
、 

　
　
目
標
の
人
を
目
指
し
て 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
こ
の
春
で

六
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
現
在
、
赤
穂
自
動
車
教
習
所
で
技
能
検
定

員
兼
、
教
習
指
導
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
関
西
福
祉
大
学
体
育
会
剣
道
部
の
学
外
指

導
者
と
し
て
大
学
生
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
教
習
所
に
就
職
し
て
か
ら
私
が
一
番
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
普
通
自
動
車
の
教

習
指
導
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
し
た
。
道
路

交
通
法
六
法
全
書
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
猛
勉

強
を
す
る
日
々
が
一
年
間
続
き
ま
し
た
。
大
学
時

代
は
剣
道
ば
か
り
で
、
勉
強
に
関
し
て
は
正
直
怠

け
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
、
入
社
当
初
は
休

ん
で
い
た
脳
細
胞
を
蘇
ら
せ
る
の
に
必
死
に
な
り

ま
し
た
。 

　
無
事
資
格
も
取
得
し
、
技
能
教
習
、
学
科
教
習

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
直
面
し
た
こ
と
は
「
人
に
教
え

る
事
の
難
し
さ
」
で
し
た
。
教
習
生
一
人
一
人
の

運
転
適
正
と
性
格
を
把
握
し
、
そ
の
一
人
一
人
に

合
っ
た
教
習
方
法
、
言
葉
遣
い
を
選
び
短
時
間
で

明
確
な
指
導
を
す
る
こ
と
で
何
度
も
頭
を
打
ち
ま

し
た
。 

　
「
な
る
ほ
ど
」
と
人
に
納
得
し
て
も
ら
う
に
は

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
広
く
て
深
い
知
識
と
豊
富
な
経
験
を

携
え
て
お
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
日
頃
か
ら
己

を
啓
発
し
勉
強
し
て
研
鑽
を
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
現
在
で
は
大
型
自
動
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
の

指
導
資
格
と
普
通
自
動
車
の
技
能
検
定
員
資
格
も

取
得
し
、
教
習
業
務
だ
け
で
な
く
修
了
検
定
、
卒

業
検
定
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
自

動
二
輪
車
の
検
定
員
資
格
取
得
の
た
め
に
只
今
勉

強
の
真
っ
最
中
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
持
ち
、
も
っ
と
も
っ
と
自

分
を
磨
い
て
、
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
追
伸
、
二
児
の
父
親
に
な
り
ま
し
た
。
良
き
夫
、

父
親
と
な
れ
る
よ
う
家
族
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま

す
。 

高岡　大地 さん 
（1期生） 

赤穂自動車教習所 

技能検定員 

指
導
員
と
し
て 

　
　
　
夫
、
父
親
と
し
て 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
、
五
年
の
月

日
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
卒
業
後
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
三
年
間
介
護
職
を
経
験
後
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
相
談
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
今
年
五
月
で
ち
ょ
う
ど
六
年
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
私
の
役
割
は
、
主
に
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

計
画
・
実
施
や
通
所
介
護
計
画
を
基
に
、
ご

家
族
と
利
用
者
様
の
相
談
を
受
け
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
介
入
を
す
る
こ
と
で
す
。 

　
私
に
は
介
護
職
の
時
も
、
相
談
職
の
今
も

変
わ
ら
な
い
視
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
利
用
者
様
と
の
相
互
作
用
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
「
利
用
者
様
に
育
て
ら

れ
て
い
る
」
と
い
う
視
点
で
す
。
私
が
仕
事

に
悩
ん
だ
と
き
、
い
つ
も
相
談
に
の
っ
て
く

だ
さ
っ
た
利
用
者
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
方
は
、
在
日
韓
国
人
の
方
で
文
字
や
言
葉

も
わ
か
ら
な
い
日
本
で
、
仕
事
と
夜
間
学
校

を
両
立
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
在
日
韓
国

人
の
方
の
日
本
語
学
習
の
市
民
団
体
を
立
ち

上
げ
、
活
動
さ
れ
た
過
去
を
持
つ
方
で
し
た
。

仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
先
輩
職
員
か
ら
学
べ
ま

す
が
、
本
当
の
精
神
的
な
強
さ
や
、
人
間
性

の
学
び
の
恩
師
は
、
利
用
者
様
で
し
た
。 

　
も
う
今
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

利
用
者
様
の
「
助
け
に
な
り
た
い
」
と
思
っ

た
気
持
ち
を
今
、
目
の
前
に
い
る
利
用
者
様

た
ち
に
向
け
て
い
る
日
々
で
す
。
そ
の
利
用

者
様
の
生
き
方
に
習
い
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、

元
関
西
福
祉
大
学
学
部
長
の
ス
ン
・
レ
イ
・

ブ
ー
教
授
の
指
導
を
受
け
、
大
学
院
に
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
学
び
を
続
け
て
い
ま

す
。
人
を
支
援
す
る
こ
と
の
重
み
を
感
じ
つ

つ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇
り

を
持
っ
て
、
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。 

池田　修一 さん 
（1期生） 

社会福祉法人こころの家族 
デイサービス故郷の家・神戸 

生活相談員 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
誇
り 

　
私
は
神
戸
に
あ
る
神
戸
税
関
で
財
務
事
務

官
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
神
戸
税
関
で
は

麻
薬
の
密
輸
取
締
り
、
貨
物
の
輸
出
入
の
許
可
、

輸
入
貨
物
に
対
す
る
関
税
の
徴
収
な
ど
、
貿

易
の
秩
序
に
関
係
し
た
業
務
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
も
シ
ス
テ
ム
管
理
の

業
務
に
携
わ
り
、
機
器
の
管
理
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
更
新
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
を
担
当

し
て
い
ま
す
。 

　
在
学
中
は
貿
易
に
も
パ
ソ
コ
ン
に
も
接
す

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
分
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
慣
れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、

上
司
や
先
輩
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
な
ん

と
か
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
苦
労
す
る
分
や
り
が
い
も
あ
り
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
は
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
「
通
関
士
」
資
格
取

得
に
向
け
て
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
こ
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
で
、
勤

務
時
間
外
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
華
道
部
に

所
属
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
去
年
は
十
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た

全
国
税
関
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。 

　
大
学
時
代
の
友
人
と
は
、
山
口
、
赤
穂
、

大
阪
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

電
話
で
連
絡
を
取
り
あ
っ
た
り
た
ま
に
旅
行

を
し
て
集
ま
り
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
面
で
様
々
な
報
告
を
聞
け
る
こ
と
も
私

の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
で
一
人
暮

ら
し
を
始
め
て
も
う
す
ぐ
四
年
で
す
。
近
く

に
知
り
合
い
が
少
な
く
心
細
く
な
る
こ
と
も
度
々

で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
友
達
と
の
つ
な
が
り

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

坂岡　晴美 さん 
（2期生） 

神戸税関 総務部事務管理室  
財務事務官 

仕
事
、資
格
取
得
、サ
ー
ク
ル
活
動 

　
　
　
　
　
　
充
実
し
た
日
々 
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※期生、五十音順（平成１８年４月１日現在） 平成18年度役員紹介 平成18年度役員紹介 

理事（六期生） 

前島　一恵 

幹事（六期生） 

秋本　里英 

幹事（一期生） 

安田　美穂 
幹事（六期生） 

林田　哲弥 

幹事（六期生） 

森下　篤志 

平成17年度 
校友会総会が開催されました 
平成17年度 
校友会総会が開催されました 

ホームカミングデーを 
開催しました！！ 
ホームカミングデーを 
開催しました！！ 

次回汐風祭日程（予定） 

　平成１８年 

　１０月２８日（土）・２９日（日） 

会
　
長
 

会
　
長
 

学
長
 

   一
期
生
 

 社
会
福
祉
学
部
長
 

   一
期
生
 

一
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

三
期
生
 

四
期
生
 

五
期
生
 

六
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
教
授
 

看
護
学
部
長
 

  一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

五
期
生
 

五
期
生
 

五
期
生
 

六
期
生
 

六
期
生
 

六
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
教
授
 

社
会
福
祉
学
部
助
教
授

看
護
学
部
講
師

事
務
局
長
 

キ
ャ
リ
ア
開
発
室
長
 

総
務
課
長
 

  一
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
助
教
授
 

  事
務
局
長
 

会
計
課
長
 

事
務
職
員
 

幹
　
事
 

幹
　
事
 

　平成１７年１０月３０日（日）関西福祉大学１１８教室において平成１７年
度校友会総会が開催され次の議題について、審議承認されました。 
（１） 平成１６年度事業報告 
（２） 平成１６年度収支決算報告 
（３） 平成１６年度収支決算監査報告 
（４） 平成１７年度事業計画 
（５） 平成１７年度収支補正予算 
（６） 事業計画プロジェクトの報告 

１） 校友会館建設計画 
２） 校友会緊急奨学金給付規程 
３） 開学１０周年記念事業（大学、教育後援会、校友会共催） 

（７） 新役員紹介及び役員改選結果報告 

理事（２期生） 
松本　崇 

　
卒
業
か
ら
は
や
四
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず

仕
事
を
中
心
と
し
て
慌
た
だ
し
く
毎
日
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
時
、

ふ
と
大
学
生
活
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
母
校
で
過
ご
し
た
全
て
の
日
々
は
よ
き
思
い
出
で

あ
り
、
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
母
校
は
私
た
ち
卒
業
生
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
査
と
い
う
大
役
を
、
し
か
も
、
こ
の
よ
う

な
重
要
な
節
目
に
仰
せ
仕
り
、
大
変
光
栄
で
あ
り
な
が
ら
も
同
時
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 

　
本
会
の
目
的
は
「
母
校
の
発
展
の
援
助
」
に
よ
る
「
社
会
へ
の
寄
与
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
後
輩

た
ち
が
貴
重
な
人
生
経
験
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
よ
り
良
質
な
教
育
を
受
け
、
幅
広
い
体
験
を
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
創
り
の
継
続
こ
そ
が
第
一
の
使
命
で
あ
り
、
母
校
が
母
校
で
あ
る
た
め
に
、
五
十

年
、
百
年
と
い
う
長
期
的
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

　
第
二
に
、
「
私
た
ち
の
教
養
の
向
上
」
と
い
う
目
的
の
達
成
に
あ
た
っ
て
は
、
卒
業
生
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、
就
労
継
続
支
援
、
意
見
交
換
会
や
研
修
等
を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
る
歴
史
の
蓄

積
と
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
、
つ
ま
り
「
継
続
性
の
あ
る
卒
業
生
の
拠
点
創
り
」
が
必
要
で

す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
拠
点
を
「
校
友
会
館
」
に
求
め
、
現
在
、
そ
の
建
設
を
中
心
に
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
十
周
年
記
念
事
業
の
計
画
等
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
校
友
会
は
私
た
ち
卒
業
生
全
員
が
主
役
で
す
。
私
た
ち
の
英
知
を
結
集
し
、
参
画
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
共
に
、
歴
史
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
母
校
の
発
展
、
社
会
貢
献
へ
の
願
い
を
こ
め
て
。
 

開
学
十
周
年
を
迎
え
て
 

（
事
業
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
査
の
立
場
か
ら
）
 

　校友会理事会・幹事会および事業計画プロジェクトにおいて、卒業生の拠点造り
として、校友会館の建設の議論を重ね、計画を進めてきました。いよいよ４月末より
工事の準備に取り掛かる運びとなりました。 
　校友会館については次号に掲載させていただきます。 

校友会館校友会館 
建設計画建設計画 
校友会館 
建設計画 

　校友会では、昨年度好評だったホームカミングデーを汐風祭に合わ
せて開催し、平成１７年１０月２９日、３０日の２日間で約１７０名の卒業生が母
校を訪れました。恒例の写真撮影や関福饅頭の配付のほか、今回は校
友会会員専用の喫茶コーナーを設けドリンクサービスを行いました。参
加した卒業生の皆さんは母校の現状に触れて、懐かしさと驚きを感じ
ていました。 
 

第2回 

副
会
長
 

副
会
長
 

新

役

員

 

新

役

員

 

理
　
事
 

理
　
事
 

会
計
監
事
 

会
計
監
事
 

校
友
会
事
務
局
 

校
友
会
事
務
局
 

荒
木
美
智
雄
 

   藤
田
　
正
樹
 

 流
王
　
治
郎
 

   上
野
山
加
壽
美
 

宮
地
　
　
勇
 

長
野
み
ど
り
 

松
本
　
　
崇
 

本
田
　
明
典
 

木
村
　
泰
延
 

藤
井
　
宏
昭
 

前
島
　
一
恵
 

今
岡
　
典
和
 

松
村
　
悠
子
 

  河
村
　
　
梢
 

澤
田
　
友
樹
 

　
屋
　
吉
宏
 

徳
田
　
　
篤
 

日
和
　
理
奈
 

福
井
　
弥
生
 

安
田
　
美
穂
 

梅
田
　
秀
喜
 

元
佐
　
朋
亨
 

中
塚
　
和
貴
 

丸
島
　
知
洋
 

森
本
智
香
子
 

青
木
　
雅
哉
 

岡
田
　
憲
明
 

門
脇
　
由
佳
 

庄
司
　
康
生
 

中
岡
　
愛
弓
 

宮
本
　
靖
子
 

石
井
　
公
人
 

島
谷
美
也
子
 

中
谷
　
麻
里
 

森
脇
　
俊
一
 

稲
室
　
秀
一
 

平
井
　
理
絵
 

増
井
奈
美
子
 

秋
本
　
里
英
 

林
田
　
哲
弥
 

森
下
　
篤
志
 

溝
端
　
　
剛
 

岩
間
　
文
雄
 

田
中
　
福
恵
 

小
比
賀
恵
一
 

山
口
　
博
文
 

星
野
　
光
也
 

  水
谷
　
琴
江
 

大
山
摩
希
子
 

  山
口
　
博
文
 

星
野
　
光
也
 

山
本
　
奈
保
 

理事（看護学部長） 

松村　悠子 

会長（学長） 

荒木美智雄 

校友会事務局（キャリア開発室長） 

山口　博文 

幹事（看護学部講師） 

田中　福恵 
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理事（六期生） 

前島　一恵 

幹事（六期生） 

秋本　里英 

幹事（一期生） 

安田　美穂 
幹事（六期生） 

林田　哲弥 

幹事（六期生） 

森下　篤志 

平成17年度 
校友会総会が開催されました 
平成17年度 
校友会総会が開催されました 

ホームカミングデーを 
開催しました！！ 
ホームカミングデーを 
開催しました！！ 

次回汐風祭日程（予定） 

　平成１８年 

　１０月２８日（土）・２９日（日） 

会
　
長
 

会
　
長
 

学
長
 

   一
期
生
 

 社
会
福
祉
学
部
長
 

   一
期
生
 

一
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

三
期
生
 

四
期
生
 

五
期
生
 

六
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
教
授
 

看
護
学
部
長
 

  一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

一
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

二
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

三
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

四
期
生
 

五
期
生
 

五
期
生
 

五
期
生
 

六
期
生
 

六
期
生
 

六
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
教
授
 

社
会
福
祉
学
部
助
教
授

看
護
学
部
講
師

事
務
局
長
 

キ
ャ
リ
ア
開
発
室
長
 

総
務
課
長
 

  一
期
生
 

社
会
福
祉
学
部
助
教
授
 

  事
務
局
長
 

会
計
課
長
 

事
務
職
員
 

幹
　
事
 

幹
　
事
 

　平成１７年１０月３０日（日）関西福祉大学１１８教室において平成１７年
度校友会総会が開催され次の議題について、審議承認されました。 
（１） 平成１６年度事業報告 
（２） 平成１６年度収支決算報告 
（３） 平成１６年度収支決算監査報告 
（４） 平成１７年度事業計画 
（５） 平成１７年度収支補正予算 
（６） 事業計画プロジェクトの報告 

１） 校友会館建設計画 
２） 校友会緊急奨学金給付規程 
３） 開学１０周年記念事業（大学、教育後援会、校友会共催） 

（７） 新役員紹介及び役員改選結果報告 

理事（２期生） 
松本　崇 

　
卒
業
か
ら
は
や
四
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず

仕
事
を
中
心
と
し
て
慌
た
だ
し
く
毎
日
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
時
、

ふ
と
大
学
生
活
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
母
校
で
過
ご
し
た
全
て
の
日
々
は
よ
き
思
い
出
で

あ
り
、
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
母
校
は
私
た
ち
卒
業
生
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
査
と
い
う
大
役
を
、
し
か
も
、
こ
の
よ
う

な
重
要
な
節
目
に
仰
せ
仕
り
、
大
変
光
栄
で
あ
り
な
が
ら
も
同
時
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 

　
本
会
の
目
的
は
「
母
校
の
発
展
の
援
助
」
に
よ
る
「
社
会
へ
の
寄
与
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
後
輩

た
ち
が
貴
重
な
人
生
経
験
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
よ
り
良
質
な
教
育
を
受
け
、
幅
広
い
体
験
を
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
創
り
の
継
続
こ
そ
が
第
一
の
使
命
で
あ
り
、
母
校
が
母
校
で
あ
る
た
め
に
、
五
十

年
、
百
年
と
い
う
長
期
的
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

　
第
二
に
、
「
私
た
ち
の
教
養
の
向
上
」
と
い
う
目
的
の
達
成
に
あ
た
っ
て
は
、
卒
業
生
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、
就
労
継
続
支
援
、
意
見
交
換
会
や
研
修
等
を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
る
歴
史
の
蓄

積
と
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
、
つ
ま
り
「
継
続
性
の
あ
る
卒
業
生
の
拠
点
創
り
」
が
必
要
で

す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
拠
点
を
「
校
友
会
館
」
に
求
め
、
現
在
、
そ
の
建
設
を
中
心
に
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
十
周
年
記
念
事
業
の
計
画
等
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
校
友
会
は
私
た
ち
卒
業
生
全
員
が
主
役
で
す
。
私
た
ち
の
英
知
を
結
集
し
、
参
画
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
共
に
、
歴
史
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
母
校
の
発
展
、
社
会
貢
献
へ
の
願
い
を
こ
め
て
。
 

開
学
十
周
年
を
迎
え
て
 

（
事
業
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
査
の
立
場
か
ら
）
 

　校友会理事会・幹事会および事業計画プロジェクトにおいて、卒業生の拠点造り
として、校友会館の建設の議論を重ね、計画を進めてきました。いよいよ４月末より
工事の準備に取り掛かる運びとなりました。 
　校友会館については次号に掲載させていただきます。 

校友会館校友会館 
建設計画建設計画 
校友会館 
建設計画 

　校友会では、昨年度好評だったホームカミングデーを汐風祭に合わ
せて開催し、平成１７年１０月２９日、３０日の２日間で約１７０名の卒業生が母
校を訪れました。恒例の写真撮影や関福饅頭の配付のほか、今回は校
友会会員専用の喫茶コーナーを設けドリンクサービスを行いました。参
加した卒業生の皆さんは母校の現状に触れて、懐かしさと驚きを感じ
ていました。 
 

第2回 

副
会
長
 

副
会
長
 

新

役

員

 

新

役

員

 

理
　
事
 

理
　
事
 

会
計
監
事
 

会
計
監
事
 

校
友
会
事
務
局
 

校
友
会
事
務
局
 

荒
木
美
智
雄
 

   藤
田
　
正
樹
 

 流
王
　
治
郎
 

   上
野
山
加
壽
美
 

宮
地
　
　
勇
 

長
野
み
ど
り
 

松
本
　
　
崇
 

本
田
　
明
典
 

木
村
　
泰
延
 

藤
井
　
宏
昭
 

前
島
　
一
恵
 

今
岡
　
典
和
 

松
村
　
悠
子
 

  河
村
　
　
梢
 

澤
田
　
友
樹
 

　
屋
　
吉
宏
 

徳
田
　
　
篤
 

日
和
　
理
奈
 

福
井
　
弥
生
 

安
田
　
美
穂
 

梅
田
　
秀
喜
 

元
佐
　
朋
亨
 

中
塚
　
和
貴
 

丸
島
　
知
洋
 

森
本
智
香
子
 

青
木
　
雅
哉
 

岡
田
　
憲
明
 

門
脇
　
由
佳
 

庄
司
　
康
生
 

中
岡
　
愛
弓
 

宮
本
　
靖
子
 

石
井
　
公
人
 

島
谷
美
也
子
 

中
谷
　
麻
里
 

森
脇
　
俊
一
 

稲
室
　
秀
一
 

平
井
　
理
絵
 

増
井
奈
美
子
 

秋
本
　
里
英
 

林
田
　
哲
弥
 

森
下
　
篤
志
 

溝
端
　
　
剛
 

岩
間
　
文
雄
 

田
中
　
福
恵
 

小
比
賀
恵
一
 

山
口
　
博
文
 

星
野
　
光
也
 

  水
谷
　
琴
江
 

大
山
摩
希
子
 

  山
口
　
博
文
 

星
野
　
光
也
 

山
本
　
奈
保
 

理事（看護学部長） 

松村　悠子 

会長（学長） 

荒木美智雄 

校友会事務局（キャリア開発室長） 

山口　博文 

幹事（看護学部講師） 

田中　福恵 
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本永　　幹（2期生） 
株式会社生活科学運営 

戦略本部 人事部　取締役人事部長 

原田　尚徳（2期生） 
社会福祉法人　瀬戸内福祉事業会 

特別養護老人ホーム　グリーンピア瀬戸内 

　
関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
後
、私
は
東
京

に
あ
る
株
式
会
社
生
活
科
学
運
営
へ
入
社

し
ま
し
た
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
企
画
・
運

営
を
主
と
す
る
会
社
で
す
が
、「
住
ま
い
方
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ

当
社
に
魅
力
を
感
じ
、上
京
し
て
か
ら
は

や
四
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
入
社
後
は
ハ
ウ
ス（
当
社
で
は
施
設
の
こ

と
を
ハ
ウ
ス
と
呼
び
ま
す
）で
の
研
修
を
経

験
後
、本
社
配
属
と
な
り
社
長
秘
書
を
約

二
年
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、人
事
部
へ

異
動
と
な
り
現
在
は
採
用
活
動
、人
員
計

画
の
作
成
、ス
タ
ッ
フ
研
修
の
立
案
・
実
施

な
ど
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
入
社
直
後
か
ら
幸
運
に
も
社
長
秘
書
と

い
う
役
割
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
よ
り
、理
念
の
強
い
社
長
の
考
え
や
仕
事

の
進
め
方
な
ど
を
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い「
連

携
」の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、他
社
の
重
役
の

方
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多

か
っ
た
た
め
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
業
界
に

と
ら
わ
れ
な
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
、現

在
の
仕
事
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
七
年
度
に
は
経
営
交
代
と
い
う

大
き
な
方
向
転
換
を
迎
え
ま
し
た
。
私
が

秘
書
を
し
て
い
た
社
長
か
ら
、新
卒
入
社

六
年
目
で
あ
る
三
十
一
歳
の
社
員
へ
社
長
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
大
胆
な
も
の
で
す
。
ご

承
知
の
通
り
有
料
老
人
ホ
ー
ム
業
界
は
、

大
手
企
業
の
参
入
に
よ
り
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た

め
に
は「
若
い
力
と
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
決
断
か
ら
、経
営
陣
に
も
若
手

を
登
用
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、私
も
取

締
役
人
事
部
長
と
い
う
役
職
を
い
た
だ
き
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
当
社
で
の
人
事

業
務
は
把
握
し
て
い
ま
し
た
が
、部
長
と
い

う
役
割
を
担
う
こ
と
の
難
し
さ
を
今
は
強

く
実
感
し
て
い
ま
す
。
社
長
か
ら
は「
権
力

は
行
使
し
な
い
と
意
味
が
な
い
」と
い
う
言

葉
を
毎
日
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
若
い
か

ら
」
、「
経
験
が
な
い
か
ら
」は
今
の
立
場
で

は
何
の
言
い
訳
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

決
断
ひ
と
つ
で
会
社
の
方
向
が
変
わ
る
ほ

ど
の
影
響
力
が
自
分
に
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、六
百
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
く
環
境
を
今

よ
り
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
当
社
で
は
今
後
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
だ

け
で
な
く
、新
し
い
住
ま
い
方
の
提
案
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
穂
と
い
う
土
地
で
学
ん
だ
「
地
域
の
重

要
性
」
都
会
に
は
な
い「
人
と
人
と
の
繋
が

り
の
大
切
さ
」
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
住
ま

い
づ
く
り
の
実
践
を
、大
き
な
視
野
で
展
開

で
き
れ
ば
、私
の
入
社
時
の
目
標
が
達
成
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
会
社
に
入
っ
て
か
ら
は
、本
当
に
色
々
な

方
と
お
会
い
し
、勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
か
ら
も
必
ず
得
る
も

の
は
あ
り
ま
す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
、自
分
を
常
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
に
と
っ
て
仕
事
と
は
「
一
期
一
会
」 

目
標
は
赤
穂
で
学
ん
だ
「
地
域
の
重
要
性
」 

　
「
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
」
を 

　
　
　
活
か
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と 

　
私
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
瀬
戸
内
」で
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。こ
こ
に
入
っ
て
、辛
い
こ
と
も
、楽
し

い
こ
と
も
、そ
し
て
や
り
が
い
も
、た
く
さ

ん
の
気
持
ち
が
こ
こ
で
は
交
錯
し
て
い
ま
す
。 

　
施
設
で
勤
務
を
始
め
て
利
用
者
様
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、数

ヶ
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

利
用
者
様
の
死
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
担
当

の
利
用
者
様
の
死
で
し
た
。
私
が
こ
こ
に

入
っ
て
以
来
最
も
辛
い
仕
事
だ
と
痛
感
し

た
時
で
し
た
。
今
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
利

用
者
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

度
に
、辛
い
思
い
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、先
輩
か
ら
次
の
よ
う
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
確
か
に
こ
の
仕
事

に
死
は
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
こ
と
だ
け
れ

ど
も
、そ
の
亡
く
な
ら
れ
た
利
用
者
様
に
、

も
っ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
良
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
む
こ
と
で
、次
に

担
当
に
な
る
利
用
者
様
に
全
力
を
注
ぐ
こ

と
に
繋
が
る
。
」こ
の
言
葉
を
胸
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

　
私
は
、あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
、仕
事

を
す
る
上
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
こ
と
に

お
い
て
、重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
一
番
に

交
わ
す
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

元
気
の
良
い
一
言
で
、相
手
が
元
気
に
な
り
、

ま
た
自
分
に
も
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

一
日
は
朝
の
あ
い
さ
つ
で
す
べ
て
が
決
ま
り

ま
す
。
私
が
入
り
た
て
の
こ
ろ
に
、あ
る
利

用
者
様
か
ら
「
あ
ら
、原
田
君
、今
日
来
と

っ
た
ん
じ
ゃ
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、私
は
出
勤
し
て
一
番

に
、利
用
者
様
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
あ

い
さ
つ
し
て
か
ら
、仕
事
に
入
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。ま
さ
に
、こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
利

用
者
様
に
基
本
的
で
当
た
り
前
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、朝
一

番
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
で
、本
当
に
楽
し

く
一
日
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
次
に
、私
が
こ
の
仕
事
で
一
番
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
が
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
対
応
で

す
。
私
の
職
場
で
、よ
く
目
に
す
る
の
が
、

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
り
、電
話
口
で
「
ど
う

し
ま
し
た
か
？
」
と
対
応
し
て
い
る
光
景

で
す
。
私
の
場
合
は
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴

れ
ば
必
ず
、部
屋
に
い
っ
て
腰
を
落
と
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、も
し
私
が

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ

は
何
も
た
だ
用
事
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、そ

の
人
の
顔
が
み
た
い
と
い
う
理
由
が
あ
る

と
考
え
る
か
ら
で
す
。
常
に
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
仕
事
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
何
も
仕
事
だ
け
で
な
く
、す
べ
て

に
お
い
て
、相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
必

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
仕
事
に
就
い
て
、本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、別
れ
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
度
に
、様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
職
場
に
も
様
々
な
職
員
が
い
て
、考
え

方
の
違
い
や
、厳
し
い
言
葉
も
た
く
さ
ん
か

け
ら
れ
、こ
の
職
場
を
辞
め
て
し
ま
お
う
と
、

何
度
も
思
い
ま
し
た
が
、そ
の
度
に
思
い
出

す
の
が
、一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
様
と
の
出

会
い
で
し
た
。「
一
期
一
会
」
私
の
好
き
な

言
葉
で
す
が
、ま
さ
に
こ
こ
に
い
る
利
用
者

様
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会
い
、そ
し
て
最

期
ま
で
繋
が
っ
て
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
り
ま
す
。 

　
私
に
と
っ
て
仕
事
と
は
「
一
期
一
会
」
ま

さ
に「
人
と
人
と
の
繋
が
り
」で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

関
西
福
祉
大
学
校
友
会 

　
　
　
　
緊
急
奨
学
金
給
付
規
程
（
抜
粋
） 

E
―
m
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平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
 

緊
急
奨
学
金
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

平
成
十
八
年
三
月
十
九
日
開
催
の
理
事
会
・
幹
事
会
に
お
い
て
 

関
西
福
祉
大
学
校
友
会
個
人
情
報
保
護
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 （
主
　
旨
） 

第
一
条
　
こ
の
規
程
は
、関
西
福
祉
大
学
校
友
会
会
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規

定
に
則
り
、在
学
生
の
修
学
と
学
生
生
活
の
向
上
を
図
り
、母
校
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。 

（
目
　
的
） 

第
二
条
　
こ
の
規
程
は
、本
学
の
四
年
次
の
学
生
で
、卒
業
す
る
能
力
と
勉
学
の
意

欲
を
持
ち
な
が
ら
、家
計
の
急
変
や
災
害
な
ど
に
よ
り
学
資
の
支
弁
に
支

障
を
来
し
、困
難
な
状
況
に
立
ち
至
っ
た
学
生
に
対
し
、緊
急
に
奨
学
金
を

給
付
し
、修
学
の
継
続
と
学
業
の
成
就
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
資
　
格
） 

第
四
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、本
学
の
四
年

次
の
学
生
で
、本
人
の
学
資
を
主
と
し
て
負
担
し
て
い
る
者
の
死
亡
、病
臥
、

失
業
及
び
事
業
の
倒
産
等
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
、又
は
本
人
あ
る
い
は

本
人
の
学
資
を
主
と
し
て
負
担
し
て
い
る
者
が
地
震
、風
水
害
な
ど
の
災

害
を
被
り
若
し
く
は
不
慮
の
事
故
に
遭
遇
す
る
等
に
よ
り
、卒
業
を
控
え

て
緊
急
に
経
済
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。 

（
募
集
及
び
採
用
） 

第
五
条
　
校
友
会
奨
学
生
は
各
学
期
の
期
初
に
募
集
す
る
。た
だ
し
、緊
急
に
支

援
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、当
該
学
期
を
通
し
て
随
時
申
請
を
受
け
付

け
る
。 

　
二
　
学
生
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
と
き
は
、ゼ
ミ
担
当
教
員
等
関
係
教
員
及
び
学

生
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、校
友
会
会
長
が
採
用
を
決
定
す
る
。 

　
三
　
採
用
は
学
期
ご
と
に
行
う
が
、前
期
に
採
用
さ
れ
た
者
が
後
期
に
引
き
続

き
申
請
し
た
場
合
、再
度
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

　
四
　
校
友
会
会
長
は
、校
友
会
奨
学
生
の
採
用
を
決
定
し
た
と
き
は
、速
や
か

に
理
事
会
、幹
事
会
に
報
告
す
る
。 

（
給
付
額
） 

第
六
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
額
は
、採
用
し
た
学
期
の
授
業
料
の
不
足
額
に

相
当
す
る
額
と
す
る
。 

（
特
別
な
運
用
） 

第
七
条
　
本
学
の
四
年
次
の
学
生
で
、第
四
条
に
例
示
し
た
事
態
に
準
ず
る
緊
急

な
事
態
が
生
起
し
た
場
合
、又
は
不
測
の
事
態
に
よ
り
応
募
が
あ
っ
た
と
き

は
、校
友
会
会
長
は
第
四
条
、第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、校
友
会
奨
学
生
の
資
格
並
び
に
募
集
及
び
採
用
、校
友
会
奨
学
金
の

給
付
額
に
つ
い
て
、特
別
な
運
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、特
別
な

運
用
は
予
算
の
範
囲
内
と
し
、特
別
な
運
用
を
図
っ
た
と
き
は
、速
や
か
に

理
事
会
、幹
事
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
出
　
願
） 

第
八
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
を
希
望
す
る
者
は
、所
定
の
校
友
会
奨
学
生
願

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、教
学
課
ま
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
併
用
給
付
の
不
可
） 

第
九
条
　
関
西
福
祉
大
学
授
業
料
減
免
規
程
に
規
定
す
る
減
免
と
の
併
用
は
認

め
な
い
。 

（
事
務
の
所
掌
） 

第
十
二
条
　
こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、教
学
課
が
所
掌
す
る
。た
だ
し
、給
付

に
関
す
る
事
項
は
、総
務
課
が
所
掌
す
る
。 

（
施
行
細
則
） 

第
十
三
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、校
友
会
奨
学
金
の
給
付
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、別
に
定
め
る
。 

（
規
程
の
改
廃
） 

第
十
四
条
　
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、学
生
委
員
会
及
び
校
友
会
理
事
会
、幹
事
会

の
議
を
経
て
、校
友
会
会
長
が
行
う
。 

附
　
　
則
 

こ
の
規
程
は
、平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

個
人
情
報
保
護
方
針
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）
 

　
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
は
、会
員
相
互
の
親
睦
・
扶
助
を
図
り
、教
養

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、母
校
の
発
展
を
援
助
し
、社
会
に
寄
与
す

る
こ
と
を
会
の
目
的
と
し
、会
報
及
び
会
員
名
簿
の
発
行
、会
員
の
懇
親
・

交
流
、講
演
会
・
研
究
会
等
の
開
催
、母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
、

種
々
の
社
会
奉
仕
的
事
業
な
ど
の
諸
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
ま
し
て
は
、本
会
創
設（
平
成
十
三
年
）

以
来
、卒
業
年
ご
と
の
会
員
名
簿
の
作
成
に
際
し
て
、個
人
情
報
の
保
護

に
留
意
し
た
様
式
の
原
稿
用
紙
を
会
員
の
皆
様
に
お
渡
し
す
る
な
ど
、

校
友
の
皆
様
方
の
個
人
情
報
は
慎
重
に
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、校
友

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
保
護
規

程
を
定
め
、一
層
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、本
会
の
保
護
方
針
及
び
保
護
規
程
は
次
の
一
〜
三
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。 

一
　
本
会
の
保
護
方
針
・
保
護
規
程
の
内
容
及
び
運
用
は
、大
学
の

「
個
人
情
報
取
り
扱
い
規
程
」の
内
容
及
び
運
用
と
整
合
性
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
個
人
情
報
に
は
、会
員
以
外
の
個
人（
保
護
者
、保
証
人
、専
任

以
外
の
教
職
員
、大
学
・
校
友
会
関
係
者
等
）に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
個
人
が
識
別
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

三
　
会
員
等
の
個
人
情
報
は
、大
学
と
共
同
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

  個
人
情
報
保
護
方
針
（
案
）
 

一
　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
得
と
利
用
目
的
の
特
定
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
を
適
法
か
つ
公
正
な
手
段
に
よ
っ
て
取
得
し
、

会
の
運
営
及
び
諸
事
業
の
実
施
に
必
要
な
範
囲
内
で
、利
用
目
的
を

特
定
し
て
使
用
し
ま
す
。 

二
　
利
用
目
的
の
通
知
・
公
表
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、利
用
目
的
を
あ
ら
か

じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、校
友
会
会
報
等
に
公
表
し
、又
は
個
人
情
報
の

取
得
後
速
や
か
に
本
人
に
通
知
又
は
公
表
し
ま
す
。 

三
　
個
人
情
報
の
利
用
目
的
 

　
　
本
会
の
運
営
、諸
事
業
の
実
施
に
際
し
、次
の（
一
）〜（
六
）の
目
的

の
た
め
に
個
人
情
報
を
利
用
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
目
的
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
一
）本
会
業
務
上
の
通
知
、諸
連
絡
等
。 

（
二
）本
会
及
び
大
学
の
諸
事
業
、諸
行
事
、各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
案
内
・

情
報
提
供
等
。 

（
三
）本
部
に
お
け
る
会
務
・
各
種
会
議
。母
校
支
援
。在
学
生
支
援（
奨

学
金
給
付
、就
職
活
動
支
援
な
ど
）。 

（
四
）支
部
、個
別
校
友
会
等
の
諸
活
動
支
援
。交
流
会
、職
種
・
職
域
研

究
活
動
等
に
対
す
る
支
援
。 

（
五
）会
報
、名
簿
の
発
行
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。広
報
資
料
等
の
作
成
・

送
付
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
更
新
。個
人
情
報
の
更
新
。 

（
六
）本
会
と
大
学
と
の
情
報
交
換
等
。 

四
　
第
三
者
提
供
の
制
限
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供
が
、利
用
目
的
と
し
て
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、あ
る
い
は
法
令
に
基
づ
く
場
合
を

除
き
、本
人
の
同
意
な
し
で
こ
れ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

五
　
共
同
利
用
 

　
　
本
会
が
、大
学
と
共
同
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
個
人
デ
ー
タ
の

項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

（
一
）【
正
会
員
・
準
会
員
の
場
合
】氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、学
籍
番

号
、住
所
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、出
身
高
校
、入
学
年
月
・

卒
業
年
月
、ゼ
ミ
担
当
教
員
、部
・
サ
ー
ク
ル
、勤
務
先
、そ
の
他
の

連
絡
先
。 

（
二
）【
特
別
会
員
の
場
合
】氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、住
所
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、最
終
学
歴
、着
任
年
月
・
退
職
年
月
、職
階
、担

当
科
目
、課
・
役
職
、本
学
退
職
後
の
勤
務
先
、そ
の
他
の
連
絡
先
。 

六
　
安
全
管
理
措
置
 

（
一
）本
会
は
個
人
デ
ー
タ
の
漏
え
い・
滅
失
又
は
き
損（
以
下
、「
漏
え
い

等
」と
い
う
）の
防
止
そ
の
他
の
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

（
二
）個
人
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
を
外
部
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、委
託

先
を
厳
正
に
選
定
し
、安
全
管
理
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
監

督
し
ま
す
。 

七
　
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
開
示
、訂
正
等
 

　
　
本
会
は
、保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、法
の
趣
旨
に
従
っ
て
会
員
等

本
人
か
ら
開
示
、訂
正
、追
加
又
は
削
除
、利
用
の
停
止
又
は
消
去
等

の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す
。こ
れ
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
は
、申
出

者
が
会
員
等
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、定
め
ら
れ
た
手

続
き
に
従
い
、遅
滞
な
く
対
処
し
ま
す
。 

八
　
法
令
等
の
遵
守
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
令
そ
の
他
の
諸
規
範
を

遵
守
し
ま
す
。 

九
　
個
人
情
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、【
お

問
合
せ
先
】ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

十
　
附
則
 

　
　
こ
の
保
護
方
針
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。 

 【
お
問
合
せ
先
】 

　
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
事
務
局
 

　
〒
六
七
八
―
〇
二
五
五
　
兵
庫
県
赤
穂
市
新
田
三
八
〇
―
三
 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
九
一
）四
六
―
二
八
四
七（
直
） 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
九
一
）四
六
―
二
六
一
五（
直
） 

  用
語
の
解
説
 

　
保
護
方
針
に
お
い
て
、次
に
掲
げ
る
用
語
は
、以
下
の
意
味
を
有
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
一
）「
個
人
情
報
」生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、当
該
情

報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の（
他
の
情
報
と
容
易
に

照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
）を
い
う
。 

（
二
）「
個
人
デ
ー
タ
」「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」を
構
成
す
る
個
人

情
報
を
い
う
。 

（
三
）「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」個
人
情
報
を
含
む
情
報
の
集
合
物

で
あ
っ
て
、特
定
の
個
人
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

情
報
）及
び
特
定
の
個
人
情
報（
マ
ニュ
ア
ル
情
報
）を
容
易
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
、目
次
や
索
引
を
付
し
て
体
系
的
に
構
成
し
た
も

の
を
い
う
。 

（
四
）「
保
有
個
人
デ
ー
タ
」本
会
が
、開
示
、内
容
の
訂
正
、追
加
又
は
削

除
、利
用
の
停
止
、消
去
及
び
第
三
者
提
供
の
停
止
を
行
う
権
限

を
有
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
い
う
。 

（
五
）「
本
人
」個
人
情
報
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。 

（
六
）「
会
員
等
」「
等
」は
、保
護
者
、保
証
人
、専
任
以
外
の
教
職
員
、

大
学
・
校
友
会
関
係
者
な
ど
を
い
う
。 
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関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
後
、私
は
東
京

に
あ
る
株
式
会
社
生
活
科
学
運
営
へ
入
社

し
ま
し
た
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
企
画
・
運

営
を
主
と
す
る
会
社
で
す
が
、「
住
ま
い
方
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ

当
社
に
魅
力
を
感
じ
、上
京
し
て
か
ら
は

や
四
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
入
社
後
は
ハ
ウ
ス（
当
社
で
は
施
設
の
こ

と
を
ハ
ウ
ス
と
呼
び
ま
す
）で
の
研
修
を
経

験
後
、本
社
配
属
と
な
り
社
長
秘
書
を
約

二
年
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、人
事
部
へ

異
動
と
な
り
現
在
は
採
用
活
動
、人
員
計

画
の
作
成
、ス
タ
ッ
フ
研
修
の
立
案
・
実
施

な
ど
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
入
社
直
後
か
ら
幸
運
に
も
社
長
秘
書
と

い
う
役
割
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
よ
り
、理
念
の
強
い
社
長
の
考
え
や
仕
事

の
進
め
方
な
ど
を
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い「
連

携
」の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、他
社
の
重
役
の

方
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多

か
っ
た
た
め
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
業
界
に

と
ら
わ
れ
な
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
、現

在
の
仕
事
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
七
年
度
に
は
経
営
交
代
と
い
う

大
き
な
方
向
転
換
を
迎
え
ま
し
た
。
私
が

秘
書
を
し
て
い
た
社
長
か
ら
、新
卒
入
社

六
年
目
で
あ
る
三
十
一
歳
の
社
員
へ
社
長
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
大
胆
な
も
の
で
す
。
ご

承
知
の
通
り
有
料
老
人
ホ
ー
ム
業
界
は
、

大
手
企
業
の
参
入
に
よ
り
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た

め
に
は「
若
い
力
と
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
決
断
か
ら
、経
営
陣
に
も
若
手

を
登
用
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、私
も
取

締
役
人
事
部
長
と
い
う
役
職
を
い
た
だ
き
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
当
社
で
の
人
事

業
務
は
把
握
し
て
い
ま
し
た
が
、部
長
と
い

う
役
割
を
担
う
こ
と
の
難
し
さ
を
今
は
強

く
実
感
し
て
い
ま
す
。
社
長
か
ら
は「
権
力

は
行
使
し
な
い
と
意
味
が
な
い
」と
い
う
言

葉
を
毎
日
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
若
い
か

ら
」
、「
経
験
が
な
い
か
ら
」は
今
の
立
場
で

は
何
の
言
い
訳
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

決
断
ひ
と
つ
で
会
社
の
方
向
が
変
わ
る
ほ

ど
の
影
響
力
が
自
分
に
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、六
百
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
く
環
境
を
今

よ
り
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
当
社
で
は
今
後
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
だ

け
で
な
く
、新
し
い
住
ま
い
方
の
提
案
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
穂
と
い
う
土
地
で
学
ん
だ
「
地
域
の
重

要
性
」
都
会
に
は
な
い「
人
と
人
と
の
繋
が

り
の
大
切
さ
」
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
住
ま

い
づ
く
り
の
実
践
を
、大
き
な
視
野
で
展
開

で
き
れ
ば
、私
の
入
社
時
の
目
標
が
達
成
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
会
社
に
入
っ
て
か
ら
は
、本
当
に
色
々
な

方
と
お
会
い
し
、勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
か
ら
も
必
ず
得
る
も

の
は
あ
り
ま
す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
、自
分
を
常
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
に
と
っ
て
仕
事
と
は
「
一
期
一
会
」 

目
標
は
赤
穂
で
学
ん
だ
「
地
域
の
重
要
性
」 

　
「
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
」
を 

　
　
　
活
か
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と 

　
私
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
瀬
戸
内
」で
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。こ
こ
に
入
っ
て
、辛
い
こ
と
も
、楽
し

い
こ
と
も
、そ
し
て
や
り
が
い
も
、た
く
さ

ん
の
気
持
ち
が
こ
こ
で
は
交
錯
し
て
い
ま
す
。 

　
施
設
で
勤
務
を
始
め
て
利
用
者
様
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、数

ヶ
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

利
用
者
様
の
死
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
担
当

の
利
用
者
様
の
死
で
し
た
。
私
が
こ
こ
に

入
っ
て
以
来
最
も
辛
い
仕
事
だ
と
痛
感
し

た
時
で
し
た
。
今
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
利

用
者
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

度
に
、辛
い
思
い
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、先
輩
か
ら
次
の
よ
う
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
確
か
に
こ
の
仕
事

に
死
は
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
こ
と
だ
け
れ

ど
も
、そ
の
亡
く
な
ら
れ
た
利
用
者
様
に
、

も
っ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
良
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
む
こ
と
で
、次
に

担
当
に
な
る
利
用
者
様
に
全
力
を
注
ぐ
こ

と
に
繋
が
る
。
」こ
の
言
葉
を
胸
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

　
私
は
、あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
、仕
事

を
す
る
上
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
こ
と
に

お
い
て
、重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
一
番
に

交
わ
す
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

元
気
の
良
い
一
言
で
、相
手
が
元
気
に
な
り
、

ま
た
自
分
に
も
元
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

一
日
は
朝
の
あ
い
さ
つ
で
す
べ
て
が
決
ま
り

ま
す
。
私
が
入
り
た
て
の
こ
ろ
に
、あ
る
利

用
者
様
か
ら
「
あ
ら
、原
田
君
、今
日
来
と

っ
た
ん
じ
ゃ
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、私
は
出
勤
し
て
一
番

に
、利
用
者
様
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
あ

い
さ
つ
し
て
か
ら
、仕
事
に
入
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。ま
さ
に
、こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
利

用
者
様
に
基
本
的
で
当
た
り
前
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、朝
一

番
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
で
、本
当
に
楽
し

く
一
日
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
次
に
、私
が
こ
の
仕
事
で
一
番
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
が
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
対
応
で

す
。
私
の
職
場
で
、よ
く
目
に
す
る
の
が
、

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
り
、電
話
口
で
「
ど
う

し
ま
し
た
か
？
」
と
対
応
し
て
い
る
光
景

で
す
。
私
の
場
合
は
、ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴

れ
ば
必
ず
、部
屋
に
い
っ
て
腰
を
落
と
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、も
し
私
が

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ

は
何
も
た
だ
用
事
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、そ

の
人
の
顔
が
み
た
い
と
い
う
理
由
が
あ
る

と
考
え
る
か
ら
で
す
。
常
に
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
仕
事
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
何
も
仕
事
だ
け
で
な
く
、す
べ
て

に
お
い
て
、相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
必

要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
仕
事
に
就
い
て
、本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、別
れ
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
度
に
、様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
職
場
に
も
様
々
な
職
員
が
い
て
、考
え

方
の
違
い
や
、厳
し
い
言
葉
も
た
く
さ
ん
か

け
ら
れ
、こ
の
職
場
を
辞
め
て
し
ま
お
う
と
、

何
度
も
思
い
ま
し
た
が
、そ
の
度
に
思
い
出

す
の
が
、一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
様
と
の
出

会
い
で
し
た
。「
一
期
一
会
」
私
の
好
き
な

言
葉
で
す
が
、ま
さ
に
こ
こ
に
い
る
利
用
者

様
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会
い
、そ
し
て
最

期
ま
で
繋
が
っ
て
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
り
ま
す
。 

　
私
に
と
っ
て
仕
事
と
は
「
一
期
一
会
」
ま

さ
に「
人
と
人
と
の
繋
が
り
」で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

関
西
福
祉
大
学
校
友
会 

　
　
　
　
緊
急
奨
学
金
給
付
規
程
（
抜
粋
） 
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平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
 

緊
急
奨
学
金
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

平
成
十
八
年
三
月
十
九
日
開
催
の
理
事
会
・
幹
事
会
に
お
い
て
 

関
西
福
祉
大
学
校
友
会
個
人
情
報
保
護
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 （
主
　
旨
） 

第
一
条
　
こ
の
規
程
は
、関
西
福
祉
大
学
校
友
会
会
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規

定
に
則
り
、在
学
生
の
修
学
と
学
生
生
活
の
向
上
を
図
り
、母
校
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。 

（
目
　
的
） 

第
二
条
　
こ
の
規
程
は
、本
学
の
四
年
次
の
学
生
で
、卒
業
す
る
能
力
と
勉
学
の
意

欲
を
持
ち
な
が
ら
、家
計
の
急
変
や
災
害
な
ど
に
よ
り
学
資
の
支
弁
に
支

障
を
来
し
、困
難
な
状
況
に
立
ち
至
っ
た
学
生
に
対
し
、緊
急
に
奨
学
金
を

給
付
し
、修
学
の
継
続
と
学
業
の
成
就
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
資
　
格
） 

第
四
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、本
学
の
四
年

次
の
学
生
で
、本
人
の
学
資
を
主
と
し
て
負
担
し
て
い
る
者
の
死
亡
、病
臥
、

失
業
及
び
事
業
の
倒
産
等
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
、又
は
本
人
あ
る
い
は

本
人
の
学
資
を
主
と
し
て
負
担
し
て
い
る
者
が
地
震
、風
水
害
な
ど
の
災

害
を
被
り
若
し
く
は
不
慮
の
事
故
に
遭
遇
す
る
等
に
よ
り
、卒
業
を
控
え

て
緊
急
に
経
済
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。 

（
募
集
及
び
採
用
） 

第
五
条
　
校
友
会
奨
学
生
は
各
学
期
の
期
初
に
募
集
す
る
。た
だ
し
、緊
急
に
支

援
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、当
該
学
期
を
通
し
て
随
時
申
請
を
受
け
付

け
る
。 

　
二
　
学
生
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
と
き
は
、ゼ
ミ
担
当
教
員
等
関
係
教
員
及
び
学

生
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、校
友
会
会
長
が
採
用
を
決
定
す
る
。 

　
三
　
採
用
は
学
期
ご
と
に
行
う
が
、前
期
に
採
用
さ
れ
た
者
が
後
期
に
引
き
続

き
申
請
し
た
場
合
、再
度
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。 

　
四
　
校
友
会
会
長
は
、校
友
会
奨
学
生
の
採
用
を
決
定
し
た
と
き
は
、速
や
か

に
理
事
会
、幹
事
会
に
報
告
す
る
。 

（
給
付
額
） 

第
六
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
額
は
、採
用
し
た
学
期
の
授
業
料
の
不
足
額
に

相
当
す
る
額
と
す
る
。 

（
特
別
な
運
用
） 

第
七
条
　
本
学
の
四
年
次
の
学
生
で
、第
四
条
に
例
示
し
た
事
態
に
準
ず
る
緊
急

な
事
態
が
生
起
し
た
場
合
、又
は
不
測
の
事
態
に
よ
り
応
募
が
あ
っ
た
と
き

は
、校
友
会
会
長
は
第
四
条
、第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、校
友
会
奨
学
生
の
資
格
並
び
に
募
集
及
び
採
用
、校
友
会
奨
学
金
の

給
付
額
に
つ
い
て
、特
別
な
運
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、特
別
な

運
用
は
予
算
の
範
囲
内
と
し
、特
別
な
運
用
を
図
っ
た
と
き
は
、速
や
か
に

理
事
会
、幹
事
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
出
　
願
） 

第
八
条
　
校
友
会
奨
学
金
の
給
付
を
希
望
す
る
者
は
、所
定
の
校
友
会
奨
学
生
願

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、教
学
課
ま
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
併
用
給
付
の
不
可
） 

第
九
条
　
関
西
福
祉
大
学
授
業
料
減
免
規
程
に
規
定
す
る
減
免
と
の
併
用
は
認

め
な
い
。 

（
事
務
の
所
掌
） 

第
十
二
条
　
こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、教
学
課
が
所
掌
す
る
。た
だ
し
、給
付

に
関
す
る
事
項
は
、総
務
課
が
所
掌
す
る
。 

（
施
行
細
則
） 

第
十
三
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、校
友
会
奨
学
金
の
給
付
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、別
に
定
め
る
。 

（
規
程
の
改
廃
） 

第
十
四
条
　
こ
の
規
程
の
改
廃
は
、学
生
委
員
会
及
び
校
友
会
理
事
会
、幹
事
会

の
議
を
経
て
、校
友
会
会
長
が
行
う
。 

附
　
　
則
 

こ
の
規
程
は
、平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

個
人
情
報
保
護
方
針
の
策
定
に
つ
い
て（
案
）
 

　
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
は
、会
員
相
互
の
親
睦
・
扶
助
を
図
り
、教
養

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、母
校
の
発
展
を
援
助
し
、社
会
に
寄
与
す

る
こ
と
を
会
の
目
的
と
し
、会
報
及
び
会
員
名
簿
の
発
行
、会
員
の
懇
親
・

交
流
、講
演
会
・
研
究
会
等
の
開
催
、母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
、

種
々
の
社
会
奉
仕
的
事
業
な
ど
の
諸
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
ま
し
て
は
、本
会
創
設（
平
成
十
三
年
）

以
来
、卒
業
年
ご
と
の
会
員
名
簿
の
作
成
に
際
し
て
、個
人
情
報
の
保
護

に
留
意
し
た
様
式
の
原
稿
用
紙
を
会
員
の
皆
様
に
お
渡
し
す
る
な
ど
、

校
友
の
皆
様
方
の
個
人
情
報
は
慎
重
に
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、校
友

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
保
護
規

程
を
定
め
、一
層
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、本
会
の
保
護
方
針
及
び
保
護
規
程
は
次
の
一
〜
三
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。 

一
　
本
会
の
保
護
方
針
・
保
護
規
程
の
内
容
及
び
運
用
は
、大
学
の

「
個
人
情
報
取
り
扱
い
規
程
」の
内
容
及
び
運
用
と
整
合
性
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
個
人
情
報
に
は
、会
員
以
外
の
個
人（
保
護
者
、保
証
人
、専
任

以
外
の
教
職
員
、大
学
・
校
友
会
関
係
者
等
）に
関
す
る
情
報
で

あ
っ
て
個
人
が
識
別
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

三
　
会
員
等
の
個
人
情
報
は
、大
学
と
共
同
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

  個
人
情
報
保
護
方
針
（
案
）
 

一
　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
得
と
利
用
目
的
の
特
定
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
を
適
法
か
つ
公
正
な
手
段
に
よ
っ
て
取
得
し
、

会
の
運
営
及
び
諸
事
業
の
実
施
に
必
要
な
範
囲
内
で
、利
用
目
的
を

特
定
し
て
使
用
し
ま
す
。 

二
　
利
用
目
的
の
通
知
・
公
表
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、利
用
目
的
を
あ
ら
か

じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、校
友
会
会
報
等
に
公
表
し
、又
は
個
人
情
報
の

取
得
後
速
や
か
に
本
人
に
通
知
又
は
公
表
し
ま
す
。 

三
　
個
人
情
報
の
利
用
目
的
 

　
　
本
会
の
運
営
、諸
事
業
の
実
施
に
際
し
、次
の（
一
）〜（
六
）の
目
的

の
た
め
に
個
人
情
報
を
利
用
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
目
的
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
一
）本
会
業
務
上
の
通
知
、諸
連
絡
等
。 

（
二
）本
会
及
び
大
学
の
諸
事
業
、諸
行
事
、各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
案
内
・

情
報
提
供
等
。 

（
三
）本
部
に
お
け
る
会
務
・
各
種
会
議
。母
校
支
援
。在
学
生
支
援（
奨

学
金
給
付
、就
職
活
動
支
援
な
ど
）。 

（
四
）支
部
、個
別
校
友
会
等
の
諸
活
動
支
援
。交
流
会
、職
種
・
職
域
研

究
活
動
等
に
対
す
る
支
援
。 

（
五
）会
報
、名
簿
の
発
行
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。広
報
資
料
等
の
作
成
・

送
付
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
更
新
。個
人
情
報
の
更
新
。 

（
六
）本
会
と
大
学
と
の
情
報
交
換
等
。 

四
　
第
三
者
提
供
の
制
限
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の
提
供
が
、利
用
目
的
と
し
て
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、あ
る
い
は
法
令
に
基
づ
く
場
合
を

除
き
、本
人
の
同
意
な
し
で
こ
れ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

五
　
共
同
利
用
 

　
　
本
会
が
、大
学
と
共
同
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
個
人
デ
ー
タ
の

項
目
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

（
一
）【
正
会
員
・
準
会
員
の
場
合
】氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、学
籍
番

号
、住
所
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、出
身
高
校
、入
学
年
月
・

卒
業
年
月
、ゼ
ミ
担
当
教
員
、部
・
サ
ー
ク
ル
、勤
務
先
、そ
の
他
の

連
絡
先
。 

（
二
）【
特
別
会
員
の
場
合
】氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、住
所
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、最
終
学
歴
、着
任
年
月
・
退
職
年
月
、職
階
、担

当
科
目
、課
・
役
職
、本
学
退
職
後
の
勤
務
先
、そ
の
他
の
連
絡
先
。 

六
　
安
全
管
理
措
置
 

（
一
）本
会
は
個
人
デ
ー
タ
の
漏
え
い・
滅
失
又
は
き
損（
以
下
、「
漏
え
い

等
」と
い
う
）の
防
止
そ
の
他
の
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

（
二
）個
人
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
を
外
部
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、委
託

先
を
厳
正
に
選
定
し
、安
全
管
理
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
監

督
し
ま
す
。 

七
　
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
開
示
、訂
正
等
 

　
　
本
会
は
、保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、法
の
趣
旨
に
従
っ
て
会
員
等

本
人
か
ら
開
示
、訂
正
、追
加
又
は
削
除
、利
用
の
停
止
又
は
消
去
等

の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す
。こ
れ
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
は
、申
出

者
が
会
員
等
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、定
め
ら
れ
た
手

続
き
に
従
い
、遅
滞
な
く
対
処
し
ま
す
。 

八
　
法
令
等
の
遵
守
 

　
　
本
会
は
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
令
そ
の
他
の
諸
規
範
を

遵
守
し
ま
す
。 

九
　
個
人
情
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、【
お

問
合
せ
先
】ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

十
　
附
則
 

　
　
こ
の
保
護
方
針
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。 

 【
お
問
合
せ
先
】 

　
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
事
務
局
 

　
〒
六
七
八
―
〇
二
五
五
　
兵
庫
県
赤
穂
市
新
田
三
八
〇
―
三
 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
九
一
）四
六
―
二
八
四
七（
直
） 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
九
一
）四
六
―
二
六
一
五（
直
） 

  用
語
の
解
説
 

　
保
護
方
針
に
お
い
て
、次
に
掲
げ
る
用
語
は
、以
下
の
意
味
を
有
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
一
）「
個
人
情
報
」生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、当
該
情

報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の（
他
の
情
報
と
容
易
に

照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
）を
い
う
。 

（
二
）「
個
人
デ
ー
タ
」「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」を
構
成
す
る
個
人

情
報
を
い
う
。 

（
三
）「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」個
人
情
報
を
含
む
情
報
の
集
合
物

で
あ
っ
て
、特
定
の
個
人
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

情
報
）及
び
特
定
の
個
人
情
報（
マ
ニュ
ア
ル
情
報
）を
容
易
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
、目
次
や
索
引
を
付
し
て
体
系
的
に
構
成
し
た
も

の
を
い
う
。 

（
四
）「
保
有
個
人
デ
ー
タ
」本
会
が
、開
示
、内
容
の
訂
正
、追
加
又
は
削

除
、利
用
の
停
止
、消
去
及
び
第
三
者
提
供
の
停
止
を
行
う
権
限

を
有
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
い
う
。 

（
五
）「
本
人
」個
人
情
報
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。 

（
六
）「
会
員
等
」「
等
」は
、保
護
者
、保
証
人
、専
任
以
外
の
教
職
員
、

大
学
・
校
友
会
関
係
者
な
ど
を
い
う
。 
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CAMPUS NEWSキャンパスニュース

※各日程は予定です。変更となる可能性があります。 

平成平成1818年度年間ス年度年間スケジュール 

関西福祉大学＆校友会の 
ホームページをリニューアルします。 

平成18年度年間スケジュール 

7
May 2006

平成18年5月1日 

校友会会報　第7号 
発　行　平成18年5月1日 
発行所　関西福祉大学　校友会 
発行者　荒木　美智雄 
編　集　校友会事務局 
〒678-0255　兵庫県赤穂市新田380-3 
TEL 0791－46－2525（大学代表） 
　　 0791－46－2847（校友会事務局） 
FAX 0791－46－2615 
E-mail　koyukai@kusw.ac.jp 
http://www.kusw.ac.jp/（大学HP）
http://www.kusw.ac.jp/kouyukai/index/index.html
（校友会HP） 

○校友の各種集い、部・サークルのＯＢ会、ゼミ同窓会などの様子をお知らせください。 
○校友それぞれの仕事の内容や仕事上の悩み・喜びなど、1000字程度の原稿をお寄せ
ください。 
○校友インタビュー・校友ネットワークに登場していただける校友を募っています。自薦、
他薦を問いません。事務局までご連絡ください。 
○記事の雰囲気を伝える写真、筆者の近影などがあれば添付してください。写真は発行
後返却します。 
○原稿及び写真の採否は事務局に一任ください。 
○原稿の加筆、修正、削除などをお願いする場合があります。 
○校友会会報企画・編集に興味のある方は事務局までご連絡ください。 
○その他、校友会へのご意見などもお寄せください。　　　　　　　　　　　(事務局)

2会長・副会長あいさつ 
卒業式・入学式 

5部・サークル紹介 

6・7校友ネットワーク 

4大学時代の思い出　6期生 

3看護学部紹介 

平成18年度人事異動 平成17年10月1日～平成18年4月30日 

　第6期生の就職希望者に対する就職決
定率は98.8%の好結果となり、6期連続
して100%に近い就職率を達成しました。 
　これは学生一人ひとりが大学での学び
を通して、しっかりとした職業観・社会性
を養い、自信をもって就職活動に取り組ん
だ成果です。 
　また、卒業生の勤務する各事業所から
も数多く求人情報が寄せられ、活躍する
卒業生への社会的評価が高いことも、後
輩の就職支援において大きな力となって
います。 平成18年4月1日に看護学部を開設しました。（関連記事Ｐ.3） 

看護学部棟正面玄関 

9校友会ニュース 

10校友会緊急奨学金給付規程 
校友会個人情報保護方針 

8平成18年度役員紹介 

11投稿「私と仕事」 

12キャンパスニュース 平 成１７年 度  

就 職 状 況 報 告  平成17年度卒業生（第6期生）就職状況 

（平成18年3月31日現在） 

（毎期3月31日現在） 卒業生（期生別）就職状況 

区　分 
Ａ． 卒業者数 
Ｂ． 就職希望者数 

Ｃ． 就職者数 

男　性 
１１４名 
１０１名 

 ９９名 

女　性 
１５８名 
１４４名 

 １４３名 

合　計 
２７２名 
２４５名 

 ２４２名 

％ 
 

９０.１% 
９８.８%（Ｃ/Ｂ） 
８９.０%（Ｃ/Ａ） 

　 
第１期生 
第２期生 
第３期生 
第４期生 
第５期生 
第６期生 

就職希望者数 
２３２名 
１９４名 
２３４名 
２０２名 
２１１名 
２４５名 

就職者数 
２２８名 
１９１名 
２３０名 
１９９名 
２０８名 
２４２名 

就職率 
９８.３% 
９８.５% 
９８.３% 
９８.５% 
９８.６% 
９８.８%

卒業生数 
２７６名 
２３２名 
２７５名 
２３１名 
２４１名 
２７２名 

　校友会のホームページをリニューアルしました。校友のみなさんにきめ細やかな情報発
信をしていきたいと思います。以下のアドレスまたは関西福祉大学ホームページからリンク
しています。 
　大学のホームページは６月中にリニューアルする予定です。ぜひ、ご覧ください。 

（主なリニューアル内容） 
・トップページに新着情報を掲載します。 
・ホームページから住所等の変更ができるようになりました。 
　氏名、住所、連絡先、勤務地、勤務先など変更があった場合は、必ずご連絡ください。 
・校友のみなさんからの情報を掲載します。研究会、社会人サークル、文化活動、イベント情
報など校友会事務局までお寄せください。 

・平成１８年度年間スケジュールを掲載しました。 
・思い出のアルバムのページを作りました。第１回～第２回ホームカミングデーの写真を掲
載しています。 

アドレスがかわりました。 
　http://www.kusw.ac.jp/kouyukai/index /index.html

平成１８年 
４月 
 

５月 
 

６月 
７月 
８月 
９月 
１０月 

 
 
 

１２月 
平成１９年 

３月 

 
  ５日（水） 
２５日（火） 
初旬 
１７日（水） 
下旬 
２２日（土） 
２７日（日） 
中旬 
初旬 
２８日（土）～２９日（日） 
下旬 
下旬 
１４日（木） 
 
中旬 
２３日（金） 

 
入学式（新入生へ学章贈呈） 
校友会館新築工事地鎮祭 
校友会会報第７号発行 
創立記念日 
校友会第１回理事会・幹事会 
オープンキャンパス 
オープンキャンパス 
開学１０周年記念行事 
校友会会報第８号発行 
汐風祭 
校友会第２回理事会・幹事会 
校友会総会 
赤穂義士祭 
 
校友会第３回理事会・幹事会　 
卒業式（卒業生へ校友会章贈呈） 

6期連続、100％に近い就職決定率を達成！！ 

■ 採　用 ■ 採　用 

■ 退　職 

学　部 

 
 
 
 

社会福祉学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

看護学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

職　名 

非常勤職員 
非常勤職員 
非常勤職員 
学　長 
教　授 
教　授 
助教授 
助教授 
助教授 
助教授 
講　師 
講　師 
学部長 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
助教授 
助教授 
講　師 
講　師 

 
職　名 

講　師 
助　手 
助　手 
事務職員 
非常勤職員 
非常勤職員 

 
非常勤職員 
学　長 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
助教授 
講　師 
講　師 
講　師 
講　師 
講　師 
事務職員 
参　事 
契約事務職員 
非常勤職員 
契約事務職員 

 
氏　名 

松島　可苗 
佐藤　好恵 
富岡　美佳 
森下　篤志 
 堺　　美保 
山本　尚代 

 
佐藤　泉美 
和田　武夫 
鬼丸　正巳 
鈴木　英鷹 
三友　雅夫 
吉原　惠子 
金田　知子 
井上　深幸 
衣笠　葉子 
坪井　貴子 
半羽利美佳 
日坂歩都恵 
柊平　哲哉 
小坂　晋一 
司波　摩耶 
姉帯　路子 
井原　美樹 

日　付 

H１８．３．１付 
 
 

H１８．４．１付 

 
日　付 

H１８．４．１付 
 
 
 
 
 
 

H１７.１０.３１ 
H１８.  ３.３１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H１８.  ４.３０ 

 
学　部 
看護学部 
〃 
〃 
 
 
 
 
 
 

社会福祉学部 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

氏　名 

清水　知佳 
湊　　智香 
安田　美穂 
荒木美智雄 
木戸　由子 
柴野　昌山 
木浪冨美子 
佐伯　文昭 
高森　信岳 
平松　正臣 
前島　寛子 
八木　修司 
松村　悠子 
榎田　守子 
小野ツルコ 
菊井　和子 
田中　晴人 
溝邊　雅一 
三宅　寿美 
山　　雅代 
伊豆　一郎 
蛭子　真澄 
倉田　節子 
田中　福恵 




